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木阪大学看護学雑 誌Vo1.10No.1(2004)

業 績 リス ト(2003)

看護実践開発科学講座

1論 文

1。学 術 論 文 

1)AsariS,DeguchiM,TaharaK,TaniikeM,ToyokawaM,Nishi
 

I,VPatanabeM,IwataniY,MakimotoK:Seroprevalencesurvey
 

ofmeasles,rubella,varicella,andmumpsinhealth
 

careworkersandevaluationofvaccinationprogram
 

inatertiarycarehospitalinJapan.AmJInfControl
 

200331:157-62.
 

2)SakiharaK,YorifujiS,IharaA,IzumiH,KonoK,
 

TakahashiY,InaokaH,OginoS.Transcranialmagneticsti
 

mulationoverthecerebellumevokeslatepotential
 

inthecoleusmuscles.NeuroscienceResearch2003>46:2
 

3>江 川 隆 子 、 本 田 育 美 、 紙 野 雪 香 、 栗 原 宏 子 、 荻 野 敏 糖

尿 病 患 者 に お け る 味 覚 検 査 法DiabetesJourna12003

年31巻3号27-30頁

4)角 谷 千 恵 子 、 荻 野 敏 、 入 船 盛 弘 、 竹 田 真 理 子 、 馬 場 謙 治

ア レル ギ ー 性 鼻 炎 に お け る 医 療 経 済 学 的 研 究(第1報)

一 ス ギ 花 粉 症 に お け る 支 払 意 思 とQOLの 関 連 ア レル ギ 
.


-2003年52巻7-14頁

5)荻	 野 敏 ＼ 他48名 ス ギ 花 粉 症 患 者 に お け る 塩 酸 セ チ リ

ジ ン 初 期 投 与 の 有 用 性(第2報)-QOLに 対 す る 効 果 耳

鼻2003年49巻118-124頁

6)山	 田 英 里 、 荻 野 敏 東 洋 医 学 的 に み た 大 阪 大 学 学 生 の 健

康 状 態 大 阪 大 学 看 護 学 雑 誌2003年9巻9-16頁

7)橋 爪 淳 子 、 荻 野 敏 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 発 症 と 出 生 時 要

因 との 関係 大 阪 大 学 看護 学雑 誌2003年9巻17-22頁

8)奥 田 稔 、 荻 野 敏 、 他13名 第1編 日本 ア レル ギ ー 性

鼻 炎QOL標 準 調 査 票(2002年 度 版)ア レル ギ ー2003

年52巻(補 冊)21-56頁

9)荻 野 敏 、 福 録 恵 子 、 角 谷 千 恵 子 ス ギ 花 粉 症 患 者 に お け

る 呼 吸 機 能 耳 鼻2003年49巻441-444頁

10)梁 美 和 、 中 村 正 、 西 田誠 、 高 橋 雅 彦 、 堀 田 紀 久 子 、 松 澤

佑 次 、奥 宮 暁 子 、恩 田 智 彦 、片 嶋 充 弘 、山 口 亨 、槙 和 男 、

福 原 正 樹 、 木 村 毅 、 野 島 潤 一 腹 部 生 体 イ ン ピ ー ダ ン ス

法 に よ る 内 臓 脂 肪 量 測 定 法 の 開 発 肥 満 研 究2003年9

巻2号32-38頁

11)坪 井 良子 、奥 宮 暁 子 、平 尾 真 知 子 、石 川 ふ み よ、佐 藤 公

美 子GHQ占 領 下 にお け るわ が 国 の看 護 教 育 の成 立 過程

一 東 京 看 護 教 育 模 範 学 院 の 成 立 と展 開一 聖 路 加 看 護 学

会 誌2003年7巻1号34-40頁

12)藤 崎 郁 気 管 支 喘 息 患 者 の 諸 体験 とボデ ィイ メー ジ に

関 す る文 献 的 考察 日本 保 健 医療行 動 科 学会 年報

2003年18巻140-155頁

13)藤 崎 郁 成 人 喘 息 患者 の気 管周 囲 の 異和 感 と ボデ ィイ

メ ー ジ 日本 保 健 医療 行 動 科 学 会 年 報2003年18巻

201-207頁

2.会 議 録 

1)OkumiyaA,NakamuraT,MatsuzawaY.StudyonObesityin
 

IntellectualDisabilityUsersofWelfareFacilities:From
 

thePointofViewofLife‐relatedDisease.Proceeding
 

of16`hAsianConferenceonMentalRetardation,
 

Tsukuba,Japan2003;626-634
 

2)KakutaniC,OginoS,EnomotoT,Wada:Levelsofdust‐mit
 

eallergensinthehomesofpatientswithallerg
 

isrhinitis.ProceedingofAPCACI‐WPAS20022003;
 

169-172.


3)荻	 野 敏 、角谷 千恵 子Webサ イ トに よる花 粉 情 報 提 供 と

ア ク セ ろ 数 お よ び 患 者 動 態.耳 鼻 免 疫 ア レル ギー

2003年21巻56-57頁

4>角	 谷 千 恵 子 、 荻 野 敏 ア レル ギ ー性 鼻 炎 に お け る 医療

経 済 学 的研 究 一 ス ギ花粉 症 に お け る支 払 意 思 とQOLの

関連 耳 鼻免 疫 ア レル ギー2003年21巻70-71頁

5)吹 野 陽香 、荻 野 敏 スギ 花 粉 大 量 飛 散 前後 の特 異 的IgE

抗 体 価 の 変 動 耳 鼻 免 疫 ア レル ギー2003年21巻


192-193頁


3.研 究報 告

1)坪	 井 良 子 、 平 尾 真 知 子 、 奥 宮 暁子 、石 川 ふ み よ 、佐藤

公 美 子 占領 期 に お け る 日本 の 看 護 政 策 に 関す る基礎

的 研 究 文 科 省 平 成12～14年 度 基 盤 研 究(C)(2)

課 題 番 号12672266全189頁

2)石	 川 ふ み よ、 鈴 木 春 海 、 奥 宮 暁 子 、阿 部 昌世 脳 外 傷

者 の看 護 介 入 法 の 開 発 に 関 す る研 究 一 家 族 の適 応 を促

進 す るた めの 介 入一2002年 度 交 通 事 故 医療 研 究 助成

目本 損 害 保 険 協 会
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4.大 学 ・研 究 所 等 の報 告

5.解 説 ・総 説

1)荻	 野 敏 、有 本 啓 恵 明 日か ら使 え る漢 方 処 方 ガイ ドー

basedonevidence一 耳鼻 咽喉 科 治 療2003年85巻

135-139頁.

2)荻	 野 敏 、福 録 恵 子 、入 船 盛 弘QOLに よ る治 療 の評 価

内科2003年91巻314-319頁

3)荻	 野 敏 、角 谷 千 恵 子AIA患 者 にお け る上気 道 ポ リー プ

の病態 と発症機 序 ア レルギー科2003年15巻45-49頁

4)荻	 野 敏 ア レル ギ ー性 鼻 炎 の 全 人 的 治 療 を め ざ して 一

東 西 医 学 併 用 治療 の 立場 か ら 日東 医誌(KampoMed)

2003年54巻128-136頁

5)荻	 野 敏 、 岩 田伸 子 、 玉城 晶 子 花 粉 ア レル ゲ ン 綜 合

臨床2003年52巻493-499頁

6)荻	 野敏 、角 谷 千恵 子 花 粉 症 に対 す る抗IgE抗 体 療 法

の現 状 ア レル ギ ー科2003年15巻128-132頁

7)荻 野 敏 、瀬 尾 律 鼻 閉 、 鼻 ポ リー プ の 患者 へ の 鎮痛 剤

投 与 は注 意 しな けれ ば な らない 治 療 増 刊 号2003年

83巻1351-1353頁

8)荻	 野 敏 鼻 ア レル ギー と咽 喉 頭 ア レル ギー 気 管支 喘

息 の関 係MB.ENT2003年26巻26-30頁

9)荻	 野 敏 ア レル ゲ ン を識 る`耄昆 虫"鼻 ア レル ギー フ

ロ ンテ ィア2003年3巻38-43頁

10)荻 野 敏 ス ギ花 粉 症 に対 す るIgE抗 体(omalizumab)療

法 ア レル ギー 科2003年16巻123-127頁

11)荻 野 敏 、 入 船 盛 弘 、 玉 城 晶 子 生 活 習 慣 の 変化 は発 症

因子 ・増悪 因子かProgMed2003年23巻3233-3236頁

12)江 川 隆 子 透 析 認 定看 護 師 教 育 の 目指 す もの 臨床 透

析2003年19巻43-47頁

13)江 川 隆 子 看 護 診 断 分 類 の タ ク ソ ノ ミーHは 看 護 の 体

系を反映す る 月刊 ナーシン グ2003年29巻7号44-54頁

14)奥	 宮 暁 子 展望:新 しいICFと リハ ビ リテ ー シ ョン看

護 看 護 展 望2003年28巻10号1073頁

15)牧 本 清 子 、 井 上智 子 、正 木 治 恵 、亀 井 智 子 、 唐 澤 由 美

子 、 北 山三 津 子 、 高 田早 苗 、村 本 淳 子 、吉 田千 文 コ

ン ピュー タ ア シ ス テ ッ ド(CAI)に よ る 自 己学 習 シス テ

ム 特 集 看 護 実 践 能 力 の到 達 度 評 価 方 法 に 関 す る検

討QualityNursing2003年9巻60-65頁

16)牧 本 清 子 ア ウ トブ レイ クの 防 止 に 向 け ど う動 くか

看 護 展 望2003年28巻17-21頁

6.そ の他

II著 書

L一 般 著 書

2.専 門著 書 

1)OginoS,TakedaN,HaradaT.Chapter94,Theeffect 

ofcetirizineprophylactictreatmentonqualityof
 

lifeofthepatientswithJapanese-cedarpollinosis.
 

InMaroneG,ed.ClinicalImmunologyandAllergy
 

inMedicine.Naples:JOCEditions,2003:633-638


2)荻	 野 敏 、玉 城 晶 子 新 しい診 断 と治療 のABC12/免 疫2

ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 ア ス ピ リン 喘 息 今 野 昭 義 編 .

2003年103-108頁 最 新 医 学社

3)荻	 野 敏 新 しい 診 断 と治 療 のABC12/免 疫2ア レル ギ

ー 性 鼻 炎 新 しい 治療 法(1)抗IgE抗 体 療 法 今 野 昭 義 編

2003年234-241頁 最 新 医 学社

4)荻 野 敏 「ア レル ギ ー 疾 患 」 専 門 医 に き く最 新 の 臨床

薬 物 の気 をつ け るべ き 副 作 用 中川 武 正 、片w一 朗 、

岡 本 美 孝編2003年118-120頁 中外 医 学 社

5)荻	 野 敏 「ア レル ギ ー疾 患 」 専 門医 に き く最 新 の 臨床

高 齢 者 で の薬 物 療 法 の注 意 点 一耳鼻 科 の 立 場 か ら 中

川 武 正 、片 山一 朗 、岡本 美 孝 編2003年131-132頁 中

外 医 学 社

6)大	 坪 み は る、・江 川 隆子 ナ ー シ ン グセ レ ク シ ョン シ リ

ー ズ リハ ビ リテー シ ョン看 護 マ ニ ュアル 第3章 疾

患 ・障 害 別 リハ ビ リテ ー シ ョ ン看護 の 実 際10:腎 不

全343-356頁 奥宮 暁子 、石 川 ふ み よ 監修2003年

全426頁 学研 メデ ィカ ル

7)江	 川 隆 子 、神 谷 千鶴 、大 徳 真 珠 子 透 析 看 護 第3章

患者 お よび 家 族 の理 解 の た め の 理 論1:国 際 生 活 機 能

分 類(ICF)に つ い て163-166頁 、6:自 己効 力 感 の理

解 とそ の活 用189-194頁 、皿 部:事 例 の ま と め方 提

出事 例 のま と め方 の 提 示373-379頁 日本 腎 不 全 看 護

学 会 編 集2003年 全386頁 医 学 書 院

8)江 川 隆子 、本 田育 美 、 山本 洋 子 考 え る基 礎 看 護 技 術

1(第2版)第2章 一6:看 護 過 程65-83頁 第2章

一8:ヘ ル ス アセ ス メ ン ト99-111頁 坪 井 良子
、松 田た

み子編集2003年 全198頁 ヌーベル ヒロカ ワ

9)奥	 宮 暁 子 、 宮腰 由紀 子 、金 城 利 雄 編 集 地 域 生 活 支 援

と リハ ビ リテー シ ョン看 護 リハ ビ リテ ー シ ョン看 護

研 究62003年 全110頁 医歯 薬 出版

10)奥 宮 暁子1成 人 看 護 学Dリ ハ ビ リテ ー シ ョ ン患 者 の

看 護(第2版)リ ハ ビ リテ ー シ ョン の 対 象 者 の 特 徴

障 害 の概 念9-18頁 、二 次 障 害 の 予 防39-45頁 氏 家 幸

子 監修2003年 廣 川 書 店 

..
 



11)奥 宮磽子 睡眠と健康 健康科学概論(第2版)後 閑

容子、蝦名美智子、大西和子編2003年108-120頁 ヌ

ーベルヒロカワ

12)奥 宮暁子 第25章 吸入 考える看護技術皿(第2版)

坪井良子編2003年489-504頁 ヌーベル ヒロカワ

13)奥 宮暁子、井上智恵 第26章 吸引 考える看護技術

II(第2版)坪 井良子編2003年505-520頁 ヌー

ベルヒロカワ

14)宮 腰由紀子、奥宮暁子 金城利雄編集 リハ ビリテー

ション看護 と家族支援 リハ ビリテーション看護研究

72003年 全1io頁 医歯薬出版

15)奥 宮暁子、石川ふみよ監修 ナーシングセ レクション

シリーズ リハビリテーション看護マニュアル2003

年全425責 学研メディカル

16)奥 宮暁子 ナーシングセレクションシリーズ リハ ビ

リテーション看護マニュアル 第1章 リノ丶ビリテーシ

ョン看護の基礎概念1:リ ハ ビリテーシ ョンの理念

2-7頁 、2:リ ハビリテーションの体系8-12頁 、3:リ

ハ ビリテーション看護13-17頁 、5:障 害の構造23-28

頁、奥宮暁子、石川ふみよ監修2003年 全425頁 学研

メディカル

17)升 谷英子、松崎礼子、高野幸子、池美保、西尾善子 舌

切除を うける壮年期の舌那ん男性患者の看護診断 看

護診断の実際 第3版 松木光子編2003年 南江堂

(印刷 中)

18)升 谷英子、福岡富子 インスリン導入 となった2型 糖

尿病の老人女性の看護診断 看護診断の実際 第3版

松木光子編2003年 南江堂(印 刷 中)

3。教科書

1)荻	 野敏 今 日の耳鼻咽喉科頭頸部外科治療方針(第2

版)森 山寛、岸本誠司、小林俊光、川内秀之編2003

年 医学書院,

皿	 招聘講演 ・シンポジウム等

1.国 際学会

2.国 内学会

1)荻 野敏 招聘講演 アレルギー性鼻炎の薬物療法一東

西医学の融合 第1回 東海耳鼻咽喉科漢方研究会.2003

年3月 、名古屋市

2)荻	 野敏 教育講演 花粉症患者の日常生活 尼崎市第

3回 市民健康フォーラム.2003年3月 、尼崎市

3)荻	 野敏 イブニングシンポジウム 抗ヒスタミン薬の

最前線 ア レルギー性鼻炎と抗ヒスタミン薬一QOLの

一67一
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視点から 第15回 日本アレルギー学会春季臨床大会.

2003年5月 、横浜市

4)荻 野敏 招聘講演 ア レルギー性鼻炎の診 断と治療

第16回 北九州小児アレルギー懇話会.2003年5月 、北

九州市

5)荻 野敏	 教育講演 アレルギー性 鼻炎 ・花粉症 第24

回 日本アレルギー学会認定医教育セ ミナー.2003年8

月、東京都

6)荻 野敏 招聘講演 アレルギー性鼻炎と抗ヒスタミン

薬一QOLの 視点から 第1回 神経行動薬理シンポジウ

ム:イ ブニングセ ミナー.2003年9月 、岡山市

7)荻	 野敏 イブニングシンポジウム スギ花粉症 と抗

IgE抗 体療法6.IgEの 基礎と臨床 第53回 日本ア

レルギー学会総会.2003年10月 、岐阜市

8)江 川隆子	 教育講演 看護診断分類法とアセスメン ト

の視点 第9回 日本看護診断学会学術大会.2003年6

尽	 福岡市

9)藤 崎郁	 シンポジウム 対象者の心理社会的側面に関

するアセスメン ト能力を訓練するために 第1回 全国

模擬患者学研究大会.2003年10月 、東京都

10)江 川隆子	 教育講演 看護の質を高め筍ためのキー ワ

ー ド 第2回 日本看護・社会・政策学会.2003年3月 、

羽島市'

N学 会 一 般 演 題

1.国	 際 学 会 

1)dkumiyaA,NakamuraT,MatsuzawaY.StudyonObesityin
 

IntellectualDisabilityUsersofWelfareFacilities:
 

FromthePointofViewofLife-relatedDisease;16`h
 

AsianConferencenMentalRetardation,Aug.2003,
 

Tsukuba,Japan
 

2)MiyazakiY,OkumiyaA,NakamuraT,MatsuzawaY.
 

PredictionofObesity, .BMIandBloodPressurein
 

DownSyndrome,16thAsianConferenceonMental
 

Retardation,Aug.2003,Tsukuba,Japan
 

3)KanzakiH,MakimotoK.CopinginRheumatoidArthritis:
 

StateoftheArtReviewofLiterature.The6thFast
 

AsianForumofNursingScholars(EAFONS),March?-8.
 

2003,AwajiHyogo,Japan
 

4)TsuchidaT,MakimotoK,TokiM,SakaiK,Ohtani
 

Y,OnakaE.Innovativenursinginterventionsto
 

reduceBloodStreamInfectionsinaJapaneseco
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mmunityhospital,30thAssociationsforprofessi
 

ovalsininfectioncontrolandepidemiologymee
 

ting,June.2003,Texas,USA
 

5)TsuchidaT,MakimotoK,TokiM,YamasakiY,Shimizu
 

Z.Practicalissuesinsurgicalsiteinfection
 

surveillanceconductedbyclinicalnurses,2"dEast
 

AsianConferenceoninfectioncontrolandprevention,
 

November.2003,Seoul,Korea
 

6)OginoS,NagakuraT,IshikawaT,OkuboK.Arandomized
 

double‐blindplacebocontrolledstudyofomalizumabin
 

patientswithseasonalallergicrhinitisinducedby
 

Japanesecedarpollen,22`hCongressoftheEuropean
 

AcademyofAlle,gologyandClinicalImmunology(EAACI
 

2003),June.2003,Paris,France
 

7)OginoS,TakedaN,HaradaT.Theeffectofcetirizine
 

prophylactictreatmentforqualityoflifeofpatients
 

withJapanesecedarollinosis‐Malysisofsummary
 

scoreofSF-36,22`hCongressoftheEuropeanAcademy
 

ofAllergologyandClinicalImmunology(EAACI2003),June.
 

2003,Paris,France
 

8)KakutaniC,OginoS,SeoS,TakedaM.Willingresstopay
 

andqualityoflifeinpatientswithJapanese‐cedar
 

pollinosis,22thCongressoftheEuropeanAcademyof
 

AllergologyandClinicalImmunology(EAACI2003),June.
 

2003,Paris,France
 

9)FukurokuK,NaganoT,OginoS.ChangeofQOLscore(SF
 

-36Japaneseversion)inpatientswithatopicdermati
 

tisaccordingtomedicaltreatment,WorldAllergyOrg
 

anizationCongress-18LhICACI,September.2003,Vancou
 

ver,Canada
 

10)KakutaniC,OginoS,TamakiA.Distributionofdog,
 

catandmiteallergensinhomeswithandwithout
 

pets,WorldAllergyOrganizationCongress-18tH
 

ICACI,September.2003,Vancouver,Canada
 

11)OkuhoK,OginoS,NagakuraT,IshikawaT.Clinicalof
 

ficacyandsafetyofomlizumabonseasonalallergicr
 

hinitis(SAR)inducedbyJapanesecedarpolleninthe
 

secondpollenseason,WorldAllergyOrganizationCong
 

ress-18thICACI,September.2003,Vancouver,Canada


2.国 内学会

1)大 徳真珠子、江川隆子、発表、看護的フットケア介入

が2型 糖尿病患者の足セル フケア行動に及ぼす成果

第29回 日本看護研究学会学術集会.2003年7月 、大阪市

2>大 徳真珠子、江川隆子、発表、指導方法の違いによる2

型糖尿病患者の足セルフケア行動に及ぼす影響 第8

回日本糖尿病教育看護学会学術集会.2003年9月 、新

潟市

3)神	 谷千鶴、本田育美、新谷恵子、三島明子、江川隆子

外来血液透析患者の看護記録に関する実態調査 第6

回日本腎不全看護学会.2003年11月 、横浜市

4>神	 谷千鶴、本田育美、新谷恵子、三島明子 透析患者

の 「通院」に関する記録について 第6回 日本腎不全

看護学会.2003年1月 、横浜市

5)荻 野敏、剰谷千恵子Webサ イ トによる花粉飛散情報と

アクセス数および患者動態 第21回 日本耳鼻咽喉科免

疫アレルギー学会.2003年2月 、鹿児島市

6)角	 谷千恵子、荻野敏 アレルギー性鼻炎における医療

経済学的研究一スギ花粉症 における支払意思とQOL

第a1回 日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会。2003年2

月、鹿児島市

7)吹 野陽香、荻野敏 スギ花粉大量飛散前後の特異的IgE

抗体価の変動 第21回 日本耳鼻咽喉科免疫ア レル ギー

学会.2003年2月 、鹿児島市

8)北 村嘉章、三好綾子、福井裕行、荻野敏、武田憲昭 鼻

過敏症動物モデルにおける鼻粘膜ヒスタミンH1受 容体

mRNA発 現上昇 とヒスタミンH1受 容体拮抗薬による

抑制 第21回 日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会.

200き年a月 、鹿児島市

9)荻 野敏、原田保、入船盛弘、瀬尾律、馬場謙治、竹 田

真理子 スギ花粉症に対する塩酸セチリジン初期投与

の有効性(第3報):SF-36サ マ リスコアか らの検討 第

15回 日本アレルギー学会春季臨床大会.2003年5月 、

横浜市

10)角谷千恵子、荻野敏、宮武明彦、谷 口正実、三代康雄

気管支喘息患者における聴力障害 第15回 日本ア レル

ギ憎学会春季臨床大会.2003年5月 、横浜市

11)竹 田真理子、荻野敏、入船盛弘、馬場謙治、有本啓恵

スギ花粉大量飛散前後の特異的IgE抗 体価の変動 第

15回 日本ア レルギー学会春季臨床大会.2003年5月 、

横浜市

12)角谷千恵子、荻野敏、菊守寛 アレルギー性鼻炎にお 

.:
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ける医療経済学的研究一スギ花粉症における支払意思

とQOLの 関係 第15回 日本ア レルギー学会春季臨床

大会.2003年5月 、横浜市

13)荻 野敏、大久保公裕、永倉俊和、石川哮 季節性アレ

ルギー性鼻炎に対するomalizumabの プラセボを対照と

した二重盲検試験 第42回 日本鼻科学会.2003年10

月、東京都

14)北村嘉章、村田有希、荻野敏、福井裕行、武 田憲昭 鼻

過敏症ラッ トにおける鼻粘膜 ヒスタミンH1受 容体m

RNA発 現へのステロイ ドの効果 第42回 日本鼻科学

会.2003年10月 、東京都

15)荻 野敏、原 田保、入船盛弘、瀬尾律、馬場謙治、竹田

真理子 スギ花粉症に対する塩酸セチ リジン初期投与

の有効性(第4報):多 段層別解析を用いての検討 第

53回 日本アレルギー学会総会.2003年10月 、岐阜市

16)角 谷千恵子、荻野敏Webサ イ トによる花粉症情報提

供:昨 年 との比較を中心に 第53回 日本アレルギー学

会総会.2003年10月 、岐阜市

17)有本啓恵、東直人、片田圭宣、佐野由紀子、荻野敏 ス

ギ ・ヒノキ花粉数 と受診患者の検討一アンケー ト調査

から 第53回 日本アレルギー学会総会.2003年10月 、

岐阜市

18)門 田亜矢、荻野敏、菊守寛、馬場謙治、竹 田真理子、

有本啓恵CAP-BASTに よる抗原交差性の検討 第53

回 目本アレルギー学会総会.2003年10月 、岐阜市

19)角 谷千恵子、荻野敏、入船盛弘、菊守寛、瀬尾律、玉

城晶子丶池田浩巳、嶽良博、榎本雅夫 スギ花粉症に

おけるアウトカム研究(第1報)第53回 日本アレルギ

ー学会総会.2003年10月 、岐阜市

20)浦梨枝子、荻野敏、玉城晶子、岩田伸子 アレルギー

性鼻炎におけるutility(効 用):QOL(EQ5D)を 用いての

検討 第53回 日本アレルギー学会総会.2003年10月 、

岐阜市

21)角 谷千恵子、荻野敏、宮武明彦、谷口正実、三代康雄

気管支喘息患者における聴力障害(第2報)第53回 目

本アレルギー学会総会.2003年10月 、岐阜市

22)長 田順平、丸w一 伸、吉場暁子、角谷千恵子、和 田昌

子、宮脇貴子、中川智子、近藤幸子、金田重人、荻野'

敏 スギ花粉飛散量の変動に伴 うスギ特異的IgE抗 体

価の年次変化 第24回 日本臨床薬理学会.2003年12

月、横浜市

23)中川智子、宮脇貴子、和田昌子、近藤幸子、長田順平、

丸山一伸、金田重人、.荻野敏 通年性アレルギー性鼻

炎の診断における特異的IgE抗 体価、誘発テス ト、鼻

汁中好酸球の関係について 第24回 日本臨床薬理学会.

2003年12月 、横浜市

24)中 平健太朗、奥宮暁子 男性看護師がおこなう看護業務

に対する女性看護師の認識 第29回 日本看護研究学会

学術集会.2003年7月 、 大阪

25)鈴 木晴海、石川ふみよ、奥宮暁子、川波公香 頭部外

傷者の主介護者における精神健康度 第29回 日本看護

研究学会学術集会,2003年7月 、大阪

26)井 上智恵、紙野雪香、奥宮暁子 リハビリテーション

看護技術演習に関する検討(1)一 演習前後における看

護学生の障害者イメージー 第29回 日本看護研究学会

学術集会.2003年7月 、大阪市

27)紙 野雪香、井上智恵、奥宮暁子 リハビリテーション

看護技術演習に関する棟討(2)一 演習後の 自由記載

を分析 した結果から一第29回 日本看護研究学会学術集

会.2003年7月 、大阪市

28)佐 藤公美子、坪井良子、奥宮暁子、平尾真知子、石川

ふ み よ 占 領 期 に お け るNursingEducation

Counci1の 審議内容の検討一第1回 ～第7回 の議事録か

ら 日本看護科学学会.2003年12月 、三重

29)恩 田智彦、梁美和、前田和久、奥宮暁子、西 田誠、中

村正、松澤佑次 腹部生体インピーダンス法を用いた

簡易な内臓脂肪量測定器 の開発(3)測 定原理の検証

目本肥満学会.2003年11月 、千葉

30)梁 美和＼前田和久、中村正、奥宮暁子、西田誠、松澤

佑次、恩田智彦 腹部生体インピーダンス法を用いた

簡易な内臓脂肪量測定器の開発(4)誤 差要因分析 日

本肥満学会,2003年11月 、千葉

31)山 川 みや え 、牧 本 清 子2型 糖 尿 病 患 者 の コー ピ ング

に お け るpositiveeffects～ 質 的 デ ザ イ ン を用 い た

探 索 的研 究 ～ 第29回 目本 看 護 研 究 学 会 学 術 集 会.

2003年7月 、 大 阪 市

32)藤 崎 郁 、 渡邉 あ ゆみ 、 大 塚 尊子 、 中木 高 夫 看 護 師 長

の リ ー ダ ー シ ッ プ 尺 度(短 縮 版)NurseManager

LeadershipInventory-Shortform(NML,1-17)の 作 成

第29回 日本 看護研究学会学術集 会.2003年7月 、大阪市

33)藤 川 直美 、長 谷 川 万佑 子 、 升谷 英 子 舌 がん 手 術 患者

の 主観 的 な体 験 に関 す る研究(第1報)が ん の 脅威

と舌への思い 目本研究学会学術集 会.2003年7月 、大阪

34)長 谷 川 万 佑 子 、藤 川 直 美 、 升谷 英 子 舌 がん 手 術 患者

の 主観 的 な体 験 に関 す る研究(第2報)自 己 の変 化 と

他者 の支援 日本研究学会学術集会.2003年7月 、大阪

.・
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35)石 橋千夏、升谷英子 クローン病長期療養患者の栄養

管理に向か う認識 日本研究学会学術集会.2003年7

月、大阪

36)服 部希恵、川野雅資、臼井徳子、花 田裕子、橋爪永子、

國生拓子M県 下における児童青年精神病院利用者の

統計的観察 第23回 日本看護科学学会学術集会.2003

年12月 、三重

37)藤本幸三、大谷恵、川野雅資、北島謙吾、服部希恵、

森千鶴、國生拓子 慢性期精神障害者の社会復帰を促

進する看護教育者の役割に関する研究 第23回 日本

看護科学学会学術集会.2003年12月 、三重

38)國 生拓子、'川野雅資、森千鶴 司法障害者の社会復帰

促進に関する研究 第23回 日本看護科学学会学術集

会.2003年12月

39)高 田洋介、三木充典、寺師榮、河村葉子 豊能医療圏

における指令員教育の現状分析一救急救命士 と指令員

の認識調査から一 第5回 日本救急看護学会.2003年9

月、京都市

40)北 畠由喜、刀谷峰子、三木充典、寺師榮、河村葉子、

広常秀人 救命救急センターにおける看護師のス トレ

ス^SecondaryTraumaticStressに 注目して一第5回

日本救急看護学会.2003年9月 、京都市

V受 賞

1)平	 成15年 度北里大学若手研究者研究奨励者賞、藤崎

郁、2003年5月 、北里大学

VI特 許

W共 同研究 ・外部資金

1)糖 尿病性神経 ・血管合併症に関する新 しい看護診断指

標の地域間較差の研究、江川隆子、荻野敏、奥官暁子、

宮川潤一郎、紙野雪香他、科学研究費補助金、基盤研

究(B)、2001-2004年

2)知	 的障害者福祉施設利用者の生活習慣病か らみた肥満

に関する研究、奥宮暁子、中村正、科学研究費助成金、

平成14～15年 度萌芽研究、課題番号14657652、2003年

3)ヒ ヤリ・ハットや医療事故データの報告もれの検証方法

の開発、牧本清子、泉キヨ子、芦田信之、河村葉子、許

田志津子、萌芽研究、2003年一2004年

4)英 語版 と日本語版の院内感染アウ トブレイク調査デー

タベースの開発、牧本清子、芦田信之、関川暁、財団

法人ファイザーヘルス リサーチ振興財団、2003年

生命育成看護科学講座

1論	 文

1.学 術 論 文 

1)KurotobiS,MaekawaS,HaraT,HamanaK,InadaH,Kawakami
 

N,HondaA,MatsuokaT,HujitaH,NagaiT.SerumKL-61evel
 

innewbornswithmeconiwoaspirationsyndrome.Pediatrics
 

International2003;45:517-521
 

2)YoshidaH,SohH,SandoK,WasaM,TakagiY,Okada
 

A.Beneficialeffectsofn-9eicosatrienoicacidon
 

experimentalbowellesions.SurgeryToday2003>
 

33:600-605


3)宮	 内環 、藤 原 千 惠子 、流 郷 千 幸 、 高 谷 裕 紀 子 小 児 と

関 わ る看 護 者 の ス トレス とサ ポ ー トに 関 す る研 究 一 中

堅 看 護 者 の 小 児 看 護 経 験 年 数 に よ る職 務 ス トレス サ

ポ ー ト認 知 の 差 異 一 第33回 日本看 護 学 会論 文集 一 小

児 看 護2002-2002年62-64頁

4)流	 郷 千 幸 、 藤 原 千惠 子 幼 児 の 採 血 場 面 につ い て 看 護

師 が 認 識 す る援 助 内容 とそ の 影 響 要 因 日本 小 児 看 護

学 会 誌2003年12巻1号16-22頁

5)藤	 原 千 惠 子 ン グ に関 す る研 究 一入 院 児 の家 族 コr-一.L°

家 族 コー ピ ン グ尺 度 の 開 発 一 家 族看 護 学 研 究2003

年9巻1号2-9頁

6)石	 井 京 子 、 星 和 美 、藤 原 千 惠 子 、 本 田育 美 、石 田宜 子

中堅 看 護 師 の職 務 ス トレス認 知 が うつ 傾 向 に及 ぼす 要

因 分 析 に 関 す る研 究 日本 看 護 研 究 学 会 雑誌2003年

26巻4号ai-30頁

7)仁	 尾 か お り、 藤 原 千 惠子 先 天性 心 疾 患 を もつ 思 春 期

の 子 ど もの病 気 認 知 小 児 保 健 研 究2003年62巻5


号44-551頁


8)寺 田春 郎 、多 屋 馨 子 、宮川 広 実 、天 羽 清 子 、指原 淳 志 、

砂 川 富 正 、 三 好 洋 子 、 山本 よ し子 、 馬 場 宏 一 、 今 井 克

美 、 永 井 利 三 郎 、 岡 田伸 太 郎 け い れ ん 性 疾 患 児 へ の

予防接種 小児科臨床2003年56巻6号1015-1023頁

9)永	 井利 三 郎 【先 生!ち ょっ と待 っ て!日 常 臨床 で 陥 り

や す い 落 と し穴 】 コ ミュ ニ ケー シ ョ ン 障 害児(者)

の保 護 者 との コ ミュ ニ ケー シ ョンで の"Do's&

Don'ts"!「 親 の気 持 ち は わか って い るつ も り」 に な

っ て い ませ ん か?治 療2003年3月85巻 増 刊 号707

-710頁

10)永 井 利 三郎 子 育 て にお け る親 の気 持 ち と支 援 大 阪

大学 看 護 学 雑 誌2003年9巻1号1341-3112頁

一70一
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11)川 上展弘、黒飛俊二、稲 田菜穂子、本田敦子、松岡太

郎、藤田博、原達幸、永井利三郎 完全房室ブロック

による心室停止を起こし緊急ペーシングにより救命 し

えた急性心筋炎の1例 日本小児科学会雑誌2003年

107巻3号499-502頁

12)永 井利三郎 【けいれん,意識障害ハン ドブック】Fけ

いれんの診療 神経学的所見の取 り方のポイン ト 小

児内科2003年35巻2号144-146頁

13)永 井利三郎、高橋清子、田辺卓也、栗原まな、山本克

哉、伊予 田邦昭、松石豊次郎、粟屋豊、前川喜平West

症候群治療後の予防接種実施状況調査(第1報)厚 生

労働省ハイ リスク児のワクチン接種基準作成班 脳 と

発達2003年5月35巻Supp1.S297頁

14)山 藤加奈、鳥邊泰久、荒井洋、永井利三郎、田川哲三、

今井克美、植 田仁、鈴木保宏15番 染色体長腕欠失を

伴ったAngelman症 候群の臨床像 と早期診断 脳 と発達

2003年35巻Supp1.S121頁

15)永 井利三郎、本田敦子、松岡太郎、前川周、滝沢祥子、

稲田菜穂子、川上展弘、黒飛俊二、藤 田博、原達幸 点

頭てんかんと部分発作を合併 した15番 染色体近位部テ

トラソミーの1例 と文献的考察 てんかん研究2003

年21巻 エ号43頁

16)永 井利三郎、山本英彦、蔭山尚正、岡本伸彦、小林美

智子、山野恒一 子どもの健康週間事業 「小児虐待防

止のためのシンポジウム」のアンケー ト結果 と提言

目本小児科学会雑誌2003年107巻2号379頁

17)牧 一郎、永井利三郎、山本威久、松崎香士、植村隆、

新宅治夫、西田勝 豊能二次医療圏における小児時間

外救急患者の動態について 大阪医学2003年36巻2

号127頁

18)大橋一友、西村明子、中嶋有加里、山口雅子、炭勵A

代 講義による情報提供が看護大学生の生殖補助医療

技術に対する意識に及ぼす影響 母性衛生2003年44

巻4号466-471頁

2.会議録 

1)IsekiA,OhashiK.CSANDBRAZILIANPREGNANT.J
 

PerinatMed2003;31(suppl1):195


2)藤 川 よしの、中嶋有加里、寺元千賀、西村明子、山口

雅子、炭原加代、大橋一友 マタニティドライビング

と臍帯巻絡の関連性についての検討 大阪母性衛生学

会雑誌2003年39巻12-15頁

3)寺 元千賀、中嶋有加里、藤川よしの、西村明子、山口

雅子、炭原加代、大橋一友 妊婦の自動車運転が子宮

収縮に及ぼす影響に関する研究(第5報)一 前方視的

調査による切迫早産 ・早産率の検討一 大阪母性衛生

学会雑誌2003年39巻16-21頁

4)蔭 山聡美、廣瀬 由香、西棚 子、炭勵 玳 、大橋一友、

中田貴美子、岩永千秋、伊藤公彦 母乳不足不安をも

つ母親 に対する祖母の影響 大阪母性衛生学会雑誌

2003年39巻46-48頁

5)麻 生栄美、多田羅智子、廣瀬由香、中嶋有加里、μ」口

雅子、大橋一友、南川義夫、伊藤進一 妊婦の受動喫

煙の実態調査 大阪母性衛生学会雑誌2003年39巻


91-92頁


6)阿	 部祐子、山東勤弥、曹英樹、清水義之、内山里美、

小 田千華子、和佐勝史、高木洋治 当院における成人

HPN患 者の栄養摂取量の評価 栄養評価 と治療2003

年20巻1号100項

7)吹	 田摩耶、高木洋治:在 宅栄養法の普及に関する看護

師の意識調査 栄養評価 と治療2003年20巻1号102

8)清 水義之、山東勤弥、曹英樹、和佐勝史、阿部祐子、

小田千華子、内山里美、高木洋治 骨髄幹細胞移植後

に発症 した移植片対宿主病に対 しHPNを 導入 した1例

栄養評価と治療2003年20巻1号109-110項

3.研究報告

4.大学 ・研究所等の報告

1)藤 原千惠子、高谷裕紀子、流郷千幸、宮内環、仁尾か

お り 小児看護師の職務ス トレスとサポー トに関する

研究一職務ス トレスと状況要因 サポー ト認知 ス ト

レス反応との関連一 大阪大学看護学雑誌2003年9

巻19号23-32頁

2)川 合早苗、西村路子、本多綾子、高谷裕紀子、流郷千

幸、藤原千惠子、宮内環、北川智美、高城美圭、嵩城

智圭 小児と関わる看護師のス トレスとサポー トに関

する研究一職務ス トレス認知 とサポー ト反応の関連一

小児看護2002年23巻13号1827-1832頁

3)石 倉武子、岸田泰子、矢田昭子、宮崎康二、山口雅子、

科学研究費補助金(萌 芽研究)研 究成果報告書 少子

高齢化社会における働く女性の育児支援に関する研究

2003年

4)矢 田昭子、岸田泰子、石倉武子、宮崎康二、山口雅子

看護職者の育児支援に関する研究 島根医科大学紀要

2002年25巻29-37頁

5.解説 ・総説

1)石	 井京子、星和美、藤原千惠子、本田育美、石田宜子

新人看護師に対する職務ス トレス反応の要因分析一大
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学などの教育機関の役割から一 大阪市立大学看護短

期大学部講演 ・シンポジウム 「将来の看護をみつめて」

2003年50-55頁

2)高 木洋治	 微量元素 静脈経腸栄養2003年18巻2

号70-78頁

3)高 木洋治、岡田正	 周術期管理の トピッゥス輸液管理

一微量元素以上への対応を中心に一MedicamentNews

2003年1768号4-7頁

4)高 木洋治	 わが国における在宅栄養療法の現状と展望

日本消化器病学会雑誌2003年100巻7号819-828頁

5)高 木洋治 妊娠時の栄養管理と生活習慣病(2)ト ピ

ックス 微量元素 臨床栄養2003年102巻4号


429-433頁


6)高 木洋治	 在宅栄養療法のFormula臨 床外科2003

年58巻5号643-650頁

7)高 木洋治	 在宅栄養療法 救急医学2003年27巻2

号163-169頁

8)高 木洋治、岡田正 経静脈 ・経腸栄養患者の微量元素

以上とその臨床の実際 日本医師会雑誌2003年129


巻5号625-630頁


9)高 木洋治、長谷川利路、岡田正	 小腸移植の適応(2)

'腸管不全群 栄養評価と治療2003年20巻1号35-41頁

10)高 木洋治 輸液における栄養管理の実際 治療2003

年85巻2号236-242頁

6.その他

II著 書

1.一 般 著 書

2.専 門 著 書 

1)NagaiT,HondaA,MatsuokaT,KawawakiH.Clinical
 

characteristicsof15qproximaltetrasomyassociated
 

withinfantilespasms.Epilepsia,2003;44:168
 

(proceeding)
 

2)ImaiK,YanagiharaK,ManoK,NagaiT,YoshimineT,
 

OhzonoK,Satisticalanalysisofepilepticspike.
 

Epilepsia,2003;44:180(proceeding)


3)藤 原 千 惠 子 、 高 谷 裕 紀 子 小 児 看 護 学 に お け る 展 開

看 護 事 故 予 防 学 土 屋 八 千 代 、 山 田 静 子 、 鈴 木 俊 夫 編

著2003年108-118頁 東 京 中 山 書 店

4)藤 原 千 惠 子 病 気 に よ る ス ト レ ス ウ ェ ル ビー イ ン グ

の 発 達 学 祐 宗 省 三 編 著2003年24-27頁 京 都 北

大 路 書 房

5)高 木 洋 治 静 脈 ・経 腸 栄 養 ミネ ラ ル の 辞 典2003年

東京 朝倉書店

6)高 木洋治	 高カロリー一輸液(完 全静脈栄養)今 日の治

療指針2003年306-407頁 東京 医学書院

3.教 科書

皿 招聘講演、シンポジウム

1.国際学会

2.国内学会

1>藤 原千惠子	 シンポジウム 育児期の成人のス トレ

ス ・コーピング 年齢発達 とウェルビーイング 日本

発達心理学会第14回 大会,2003年3月 、神戸市

1V学 会 の 一 般 演 題

1.国 際 学 会 

1)NagaiT,HondaA,MatsuokaT,KawawakiH.Clinical
 

characteristicsof15qproximaltetrasomyassociated
 

withinfantilespasms.25thInternationalEpilepsy
 

Congress.October12-16.2003,Lisbon
 

2)ImaiK,YanagiharaK,ManoT,KamioN,NagaiT,
 

YoshimineT,OhzonoK.Satisticalanalysisofepileptic
 

spike.25thInternationalEpilepsyCongress.October
 

12-16.2003,Lisbon
 

3)IsekiA,OhashiK.CSANDBRAZILIANPREGNANT.The
 

6WorldCongressofPerinataMedicine.September
 

13-16.2003,0saka,Japan


2.国 内 学 会

1)石 見 和 世 、 古 賀 智 影 、 仁 尾 か お り 、 高 谷 裕 紀 子 、 彦 惣

美 穂 、 林 田麗 、 星 和 美 、 石 井 京 子 、 河 上 智 香 、 西 村 明

子 、 藤 原 千 惠 子 看 護 師 の キ ャ リ ア 認 知 に 関 す る 研 究

一 専 門 学 校 卒 業 看 護 師 の 属 性 と の 関 連 一 第29回 日本

看 護 研 究 学 会.2003年 、 大 阪

2)河	 上 智 香 、 西 村 明 子 、 藤 原 千 惠 子 、 石 井 京 子 、 仁 尾 か

お り、 高 谷 裕 紀 子 、 星 和 美 、 林 田 麗 、 彦 惣 美 穂 、 石 見

和 世 、 古 賀 智 影 看 護 師 の キ ャ リア 認 知 に 関 す る 研 究

一 大 学 卒 業 中 堅 看 護 師 の 職 務 ス ト レ ス と の 関 連 一 第

29回 日本 看 護 研 究 学 会.2003年 、 大 阪

3)仁 尾 か お り、 石 井 京 子 、 彦 惣 美 穂 、 林 田 麗 、 星 和 美 、

高 谷 裕 紀 子 、 古 賀 智 影 、 石 見 和 世 、 河 上 智 香 、 西 村 明

子 、 藤 原 千 惠 子 看 護 師 の キ ャ リア 認 知 に 関 す る 研 究

一 属 性 に よ る 差 異 一 第29回 日本 看 護 研 究 学 会 
.2003

年 、 大 阪

4)河	 上 智 香 、 西 村 明 子 、'藤 原 千 惠 子 、 星 和 美 、 林 田 麗 、

彦 惣 美 穂 、 石 井 京 子 、 仁 尾 か お り、 石 見 和 世 、 古 賀 智
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影、高谷裕紀子 看護系大学卒業看護師の属性による

キャリア認知の差異 第34回 日本看護学会▽総合看護

一。2003年、長崎

5)仁 尾かお り、藤原千惠子	 母親がとらえた先天性心疾

患をもつ思春期の子どもの困難 第39回 日本小児循環

器学術集会抄録集。2003年、神戸

6)河 上智香、藤原千惠子、上野恵美子、谷口佳生理4

年制看護系大学の学生が持っ子 どもイメー ジの構造

第34回 日本看護学会一看護教育一.2003年 、金沢

7)林	 田麗、星和美、彦惣美穂、石井京子、仁尾かお り、

石見和世、古賀智影、高谷裕紀子、河上智香、西村明

子、藤原千惠子 看護経験3年 未満の大学卒業看護師

のキャリア認知 と職務ス トレスとの関係 第34回 日本

看護学会一看護教育一.2003年 、金沢

8)仁 尾かお り、藤原千惠子 先天性心疾患もつ思春期の

子どもの母親の思いと配慮 日本小児看護学会 第13回

学術集会.2003年 、千葉

9)石 見和世、高田一美、文字智子、高谷裕紀子、仁尾か

お り、河上智香、藤原千惠子 小児専門病院の看護師

における職務ス トレスに関する研究一状況要因による

職務ス トレスの差異一日本小児看護学会 第13回 学術

集会.2003年 、千葉

10)高 田一美、文字智子、石見和世、高谷裕紀子、仁尾か

おり、河上智香、藤原千惠子 小児専門病院の看護師

におけるサポー トに関する研究一状況要因によるサポ

ー ト認知の差異一 目本小児看護学会 第13回 学術集

会.2003年 、千葉

11)仁尾かおり、藤原千惠子 先天性心疾患もつ思春期の

子どものコー ピング 第34回 日本看護学会一小児看護

一.2003年 、大津

12)文字智子、高田一美、石見和世、仁尾かおり、高谷裕

紀子、河上智香、藤原千惠子 小児専門病院における

看護師の職務ス トレス研究 第34回 日本看護学会一小

児看護一.2003年 、大津

13)藤原千惠子 入院中の病児家族 コーピングに関する研

究一疾患および入院期間による差異一第34回 日本看護

学会一小児看護 一.2003年 、大津

14)藤原千惠子、彦惣美穂、林田麗、星和美、石井京子、

・仁尾かお り、石見和世、古賀智影、高谷裕紀子、河上

智香、西村明子'短 期大学卒業看護師のキャリア認知

と属性 との関連 第34回 日本看護学会一看護管理

一.2003年

15)河上智香、藤原千惠子 入院児の家族コーピングに関

する研究一ア レルギー疾患による入院対象の特徴一

第23回 目本看護科学学会学術集会.2003年 、津

16)永 井利三郎、高橋清子、田辺卓也、栗原まな、山本克

哉、伊予田邦昭、松石豊次郎、粟屋豊、前川喜平West

症候群治療後の予防接種実施状況調査(第1報)厚 生労

働省ハイリスク児のワクチン接種基準作成班45回 日本

小児神経学会.2003年5月 、福岡

17)山藤加奈、鳥邊泰久、荒井洋、永井利三郎、田川哲三、

今井克美、植 田仁、鈴木保宏15番 染色体長腕欠失を

伴ったAngelman症 候群の臨床像 と早期診断 第45回

日本小児神経学会.2003年5月 、福岡

18)永 井利三郎、山本英彦、蔭山尚正、岡本伸彦、小林美

智子、山野恒一子どもの健康週間事業 「小児虐待防止

のためのシンポジウム」のアンケー ト結果 と提言 第

107回 日本小児科学会.2003年3月 、福岡

19)守 口絵里、永井利三郎 てんかんをもつ子 どもとその

家族に対す る生活援助に関する検討 第37回 日本てん

かん学会.2003年11月 、仙台

20)三 部有以、光田泰子、高橋清子、永井利三郎 家から

病院への生活環境の変化に対するこどもの思い～こど

もと親へのプリパ レーションの検討～ 第50回 日本小

児保健学会.2003年11月 、鹿児島

21)菅 原厚史、宮 田清香、高橋清子、永井利三郎 検査 ・

処置における子どもと医療者のずれに対する看護師の

対応 第50回 日本小児保健学会2003年11月 、鹿児島

22)廣 瀬紀子、石川陽子、高橋清子、永井利三郎 小学校

低学年の子 どもを持つ保護者の生活習慣病に対する認

識 とその現状 第50回 日本小児保健学会.2003年11

月、鹿児島

23)岡 本伸彦、鈴木周平、鈴木典子、田中勝治、田中順子、

富和清隆、永井利三郎、西田勝 自閉症児の診療に関

する小児科医へのアンケー ト 第50回 日本小児保健学

会.2003年11月 、鹿児島

24)藤 井加那子、永井利三郎、育児期における母親の子育

て満足感一自己効力感との関連について一、第23回 日

本看護科学学会.2003年12月 、津

25)前 田貴彦、杉本陽子、蝦名美智子、鈴木敦子、楢木野

裕美、二宮啓子、赤川晴美、鎌田佳奈美、松森直美、

高橋清子 子 どもが採血 ・点滴を受ける心の準備をす

るための関わり 第23回 日本看護科学学会.2003年

12月 、津

26)杉 本陽子、前田貴彦、蝦名美智子、鈴木敦子、楢木野

裕美、二宮啓子、赤川晴美、鎌田佳奈美、松森直美、
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高橋清子 子 どもが採血 ・点滴を受ける心の準備をす

るための関わり一親が付き添うことについての医師 ・看

護師 ・家族の考えと実際一第23回 日本看護科学学会.

2003年12月 、津

27)前 田貴彦、杉本陽子、蝦名美智子、鈴木敦子、楢木野

裕美、二宮啓子、赤川晴美、鎌 田佳奈美、松森直美、

高橋清子 子 どもが採血 ・点滴を受ける心の準備をす

るための関わ り一導入の仕方 についての医師 ・看護

師・家族の実際と考え一第50回 日本小児保健学会.2003

年ll月 、鹿児島

28)江 本 リナ、飯村直子、筒井真優美、福地麻貴子、蝦名

美智子、二宮啓子、松森直美、片田範子、勝田仁美、

笹木忍、松林知美、小迫幸恵、中野綾美、鈴木敦子、

楢木野裕美、高橋清子 「検査 ・処置を受ける子ども

への説明と納得」に関するケアモデルの実践 と評価(そ

の1)一 検査 ・処置 を受ける子 どもと家族への説明に

関する看護師の認識の変化一第13回 日本小児看護学会,

2003年7月 、千葉

29)松 森直美、二宮啓子、蝦名美智子、片田範子、勝田仁

美、笹木忍、松林知美、小迫幸恵、中野綾美、筒井真

優美、飯村直子、江本 リナ、鈴木敦子、楢木野裕美、

高橋清子、来生奈巳子、福地麻貴子 「検査 ・処置を

受 ける子どもへの説明と納得」に関するケアモデルの

実践と評価(そ の2)一 子どもの力を引き出す関わり

と具体的な看護の技術について一第13回 日本小児看護

学会.2003年7月 、千葉

30)高 橋清子、楢木野裕美、鈴木敦子、蝦名美智子、二宮

啓子、松森直美、片 田範子、勝田仁美、松林知美、笹

木忍、小迫幸恵、中野綾美、筒井真優美、飯村直子、

江本 リナ、来生奈巳子、福地麻貴子 「検査 ・処置を

受ける子どもへの説明と納得」に関するケアモデルの

実践と評価(そ の3)一 看護師の親に対する認識 と実

践の変化とケアの広がり一第13回 日本小児看護学会,

2003年7月 、千葉

31)笹 木忍、勝田仁美、松林知美、中野綾美、来生奈巳子、

小迫幸恵、片田範子、蝦名美智子、二宮啓子、松森直

美、筒井真優美、飯村直子、江本 リナ、鈴木敦子、楢

木野裕美、高橋清子、福地麻貴子 「検査 ・処置を受

ける子 どもへの説明 と納得」に関するケアモデルの実

践 と評価(そ の4)一 病棟への波及効果一 第13回 日

本小児看護学会.2003年7月 、千葉

32)山 口琴美、西村明子、大橋一友5因 子モデルを用い

た喫煙状況別による看護学生の性格特性 第29回 日本

看護研究学会2003年7月 、大阪

33)大 橋一友 看護 大学生に対す る生殖補助医療 技術

(ART)に 関する講義内容の検討 とARTに 対する知識 と

意識の調査 日本不妊学会.2003年10月 、東京

34)久 我原朋子、西村明子、中嶋有加里、炭勵 口代、大橋

一友 初期妊婦のつわ り症状 とQOL日 本母性衛生学

会.2003年10月 、宇都宮

35)佐 藤珠美、小林益江、大橋一友 地域に生活する更年

期女性の更年期保健 ・医療サービスに対するニーズ

日本母性衛生学会.2003年10月 、宇都宮

36)佐 藤珠美、小林益江、大橋一友 地域に生活する更年

期の女性のQualityofLifeに 関する調査一冊0/QOL-26

尺度によるQualityofLifeの 測定一 日本更年期学

会.2003年10月 、東京

37)井 関敦子、内藤直子、大橋一友 帝王切開に対す る認

識の比較一在 日ブラジル人妊婦と日本人妊婦の違い一

第4回 香川母性衛生学会.2003年11月 、高松 一.

38)岸 田泰子、矢田昭子、宮暗康二、山口雅子 .看 護職者

の育児支援に関する研究一育児経験者と未経験者の育

児観一第44回 日本母性衛生学会.2003年10月 、宇都宮

39)矢 田昭子、岸 田泰子、宮畴康二、山口雅子 看護職者

の育児支援に関する研究一面接調査の結果より一第44

回 日本母性衛生学会.2003年10月 、宇都宮

40)岸 田泰子、矢田昭子、山口雅子 示説 看護職者の育児

に関するニーズー職場環境への期待一 第23回 日本看

護科学学会.2003年12月 、津

41)矢 田昭子、岸田泰子、山口雅子 示説 家庭 をもつ 中間

管理者の職場と家庭における役割葛藤 第23回 日本看

護科学学会,2003年12月 、津

42)西 村明子、中嶋有加里、山口雅子、炭原加代、大橋一

友 大学助産教育における分娩介助技術評価表の検討

第44回 日本母性衛生学会.2003年10月 、宇都宮

43)高 木洋治 外科栄養における微量元素 第14回 日本

微量元素学会.2003年7月 、大阪

44)池 田大輔、西田誠司、菊池武夫、佐藤誠、高木洋治 市

販製剤 中のクロム含有量の測定 第14回 日本微量元素

学会.2003年7月 、大阪

45)阿 部祐子、山東勤弥、曹英樹、清水義之、内山里美、

小田千華子、和佐勝史、高木洋治、岡田正HPN外 来に`

おける摂取調査 と食事粗銅導入の試み 第18回 日本静

脈経腸栄養学会.2003年2月 、大阪

46>清 水義之、山東勤弥、曹英樹、和佐勝史、阿部祐子、

小 田千華子、内山里美、高木洋治 同時骨髄幹細胞移
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植 後 発 症 した 慢 性腸 管GVHDに 対 しHPN導 入 した1例

第18回 日本 静脈 経腸 栄 養 学 会.2003年2月 、 大 阪

47)内 山里 美 、 山東 勤 弥 、 曹英 樹 、清 水 義 之 、阿 部 祐 子 、

小 田午 華 子 、和 佐 勝 史 、 高木 洋 治 一 柳 真 実 、 内 山里

美 、阿 部 祐 子 、 和 佐 勝 史 、 曹英 樹 、清 水義 之 、 山東 勤

弥 、高 木 洋 治 幹 細 胞移 植 施 行 患 者 の移 植 前 後 にお け

る栄 養 状 態 の変 動 第18回 日本 静 脈 経 腸 栄 養 学

会.2003年2月 、 大 阪

48)一 柳 真 実 、 内 山里 美 、 阿 部祐 子 、和 佐 勝 史 、曹 英 樹 、

清 水 義 之、 山東 勤弥 、高 木洋 治 乳児 短腸 症候 醐 こお

け るHPNの 導 入 第18回 在 宅 静 脈 栄 養(HPN)研 究 会

第26回 在 宅 経 腸 栄 養(HEN)研 究会 合 同集 会.2003年10、

月 、大 阪

49)内 山里 美 、清 水 義 之 、 曹 英樹 、 米 田光 宏 、 草深 竹 志 、

和 佐 勝 史 、 高木 洋 治 、福 澤 正 洋 、 原 純 一 集 学 的治 療

後 の接 触 不 良 に在 宅 静 脈 栄養 を導 入 した 固 形腫 瘍患 者

の 一例 第18回 在 宅 静 脈 栄養(HPN)研 究 会 第26回 在

宅 経腸 栄養(HEN)研 究 会合 同集 会,2003年10月 、 大阪

50)松 下 敦 、 山東 勤弥 、一 柳 真 実 、 内山 里美 、福 山一 弘 、

曹 英樹 、清 水 義 之 、和 佐 勝 史 、福 澤 正 洋 、高木 洋 治 在

宅 中心 静脈 栄 養 患 者 へ の微 量 元 素製 剤 長 期 投 与 時 の血

中 濃度 の検 討 第18回 在 宅静 脈 栄 養(HPN)研 究会 第

26回 在 宅経 腸 栄 養(HEN)研 究 会 合 同集 会.2003年10月 、

大 阪 

51)HasegawaT,SasakiT,KimuraT,SandoK,WasaM,Takagi 

Y,OkadaA:lndicationofisolatedmallbowel 

transplantationforintestinalfailureassociated

Liverdysfunction.第40回 目本 小 児 外 科 学 会.2003

年 、京 都

V受 賞

V【 特許

1呱 共同研究 ・外部資金

1)看 護系大学卒業看護者のキャリア形成に関する探索的

研究、藤原千惠子(代 表)、星和美、石井京子、高谷裕

紀子、河上智香、西村明子、科学研究費補助金、萌芽

研究、2001-2003年

2)生 涯発達過程で生 じる危機 に対する患者 と家族の レジ

リエンスを高める支援システム研究、藤原千惠子(代

表)、石井京子、吉川彰二、町浦美智子、大平光子、上

田恵子、河上智香、西村明子、科学研究費補助金、基

盤研究B、2003-2005年

3)子 どもの在宅ターミナルケア確立のためのプロトコー

ル作成に関する検討、河上智香、科学研究費補助金、

若手研究(B)、2002-2003年

4)妊	 産婦の受動喫煙に対す る禁煙プログラムの開発一尿

中コチニン測定と母子手帳を利用 して一、大橋一友、

山口雅子、西村明子、科学研究費補助金、萌芽研究、

2003-2005年

5)先	 天性心疾患をもつ成人移行期の子 どもの自己管理 と

その影響因子に関す る研究、高橋清子、科学研究費補

助金、若手研究(B)、2003年

6)周	 産期ケアのデータベース化 と情報開示に関する研究、

西村明子、科学研究費補助金、若手研究(B)、2003-2004年

7)妊 産婦のシー トベル ト着用率向上にむけた基礎的検討

と教育プPグ ラムの作成、中嶋有加里、交通安全調査

研究振興助成、佐川交通社会財団、2003年

8)奨 学寄附金、永井利三郎耕 受研究助成、藤沢薬品

9)奨 学寄附金、永井利三郎教授研究助成、大 日本製薬

10)奨学寄附金、大橋一友教授研究助成、大阪HARTク リニック

11)奨学寄附金、高木洋治教授研究助成、扶桑薬品工業(株)

総合ヘルスプロモーション科学講座

1論 文

1.学 術 論 文 

1)OgasawaraC,KumeY,AndohM.FamilySatisfaction 

withPerceptionofandBarrierstoTerminalCarein 

Japan.OncologyNursingForum2003;30(5):E100-105 

2)KinoshitaK,TeshimaT,OhnoY,InoueT,Yamashita 

T,HiraokaM,MitsuhashiN,SumiM,JapanaesePCS 

WorkingGroup.LogicalCheckingFunctionIncreases 

theAccuracyofDataEntryinthePatternsofCare 

Study.StrahlentherapieandOnkologie;179:107-112 

3)SugiyamaH,TeshimaT,OhnoY,InoueT,Takahashi 

Y,OshimaA,SumiM,UnoT,IkedaH,TheJapanese 

PCSWorkingSubgroupForLungCancer.THEPATTERNS 

OFCARESTUDYANDREGIONALCANCERREGISTRYFOR 

NON-SMALL-CELLLUNGCANCERINJAPAN.Int.J.Radiation 

OncologyBiol.Phys2003;56:1005-1012 

4)HayakawaK,NishidaWanamakerY,KatoK,OnoiM. 

FeaturesoftheJapaneseHealthCareSystemandIts 

ImpactonNursingPracticeHomeHealthCareManagement& 

Practice2003;15:500-504 

5)MasuoK,KawaguchiH,MikamiH,OgiharaT,TuckML.Serum
 

uricacidandplasmanorepinephrineconcentrationsare
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predictorsofweightgain,andbloodpressureelevation.
 

Hypertension2003;42:474-480
 

6)TakashimaM,ShiraiF,SageshimaM,IkedaN,Okamoto
 

Y,DohiY.Distinctivebacteria-bindingproperty
 

ofclothmaterials.Am.J.Infect.Control2003;in
 

press.
 

7)HayakawaK,inNancyL.SegalSpotlights;Research
 

Samplings;Literature,Politics,Photographyand
 

Athletics.TwinResearch2003;6:72-81


8)新	 田紀 枝 、 阿 曽 洋 子 、葉 山有 香 、 中 平 三 枝 子 、沼 波 勢

津 子 化 学 療 法 を受 けて い る 患者 の 嘔 気 ・嘔 吐 を軽 減

させ る足 浴 後 マ ッサ ー ジ に関 す る研 究 看 護 研 究 集 録

102003年105-115頁 木 村 看 護 教 育 振 興 財 団

9)許	 翠 萍 、三 上洋 、伊 藤 美 樹 子 、有 馬 志 津 子 中国 にお

け る高 齢 者 ケ ア 体 制 の 現 状 と課 題 日本 地 域 看 護 学 会

雑 誌2003年6巻71-78頁

10)早 川 和 生 看 護 に お け る 学 術 集 会 の 意 義 看 護 研 究

2003年36巻3-5頁

ll)林	 知 里 、伊 藤 美 樹 子 、早川 和生 障 害児 の親 の会(SHG)

へ ρ か か わ り方 に み た 障 害 児 の母 親 の 心 理 的 エ ンパ ワ

メ ン ト 日本 健 康 教 育 学 会誌2003年10巻9-20頁

12)尾 ノ井 美 由紀 、斯琴 、早川 和生 在 日中 国人 の身 体 的 ・

精 神 的 健 康 度 と生 活 習 慣 日本 地 域 看 護 学 会 誌2003

年5巻70-78頁

13)加 藤 憲 司 、 早 川 和 生 、 尾 ノ井美 由紀 、清 水 忠 彦 、 由 良

品 子 、 横 山 美 江 、金 森 雅 夫 成 人 双 生 児 に お け る食 品

摂 取 及 び 食 嗜好 性 に 関 す る同 胞 間 比較 日本 公 衆衛 生

雑 誌2003年49巻1217-1225頁

14)加 藤 憲 司 、早 川 和 生 コ ミュ ニ テ ィ ・ジ ェネ テ ィ ッ ク

ス とパブ リック ・ヘル ス 看護 展望2003年28巻 印刷 中

2.会 議 録

1)早	 川 和 生 会 長 講 演 ヒュ ー マ ン ポテ ン シ ャル へ の 畏

敬 第29回 目本 看 護 研 究 学 会 学 術 集 会 抄 録 集 日本 看

護 研 究 学 会2003年26巻62頁

3.研 究 報 告

1)阿	 曽洋 子 、 中村 裕 美 子 、矢 野 祐 美 子 、 高 烏 毛敏 雄 、 中

西 範 幸 、福 田英 輝 、 多 田羅 浩 三 入 尾 市 に お け る寝 た

き り老 人 の 実 情X皿 一老 人 の 友 愛 訪 問 に よ る調 査 か ら

一平 成15年 度 八尾 市高 齢 ク ラブ 連 合 会 大 阪府 医 師会

大 阪 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 社 会 環 境 医 学 報 告 書

2003年1-72頁

2)大	 野 ゆ う子 、安 間 明 日香 、 村 田加 奈 子 、 雑 賀 公 美 子 、

萩本 明 子 地域 ぐる み の た ば こ対 策評 価 の た めの モ ニ

タリング方法の検討一地域 におけるたばこ対策 とその

評価に関する研究一厚生労働科学研究費補助金健康科

学総合研究事業 「地域におけるたばこ対策 とその評価

に関する研究」(主任研究者 大島明)平 成14年 度研

究報告書 大野一1頁一大野15頁

3)大	 野ゆう子、中村隆、村 田加奈子、安間明 日香、雑賀

公美子AGE-PERIOD-COHORTモ デルによる胃がん男性

全国罹患率の解析および将来推計 厚生労働省がん研

究助成金 地域がん登録の精度向上と活用に関する研

究 平成14年 度報告書133頁 一137頁

4)大	 野ゆ う子、杉山裕美、笠原聡子、伊藤ゆり、蘇瑛、

大島 明、津熊秀明、味木和喜子 生存率の推計方法

の検討 一大阪府地域がん登録 胃がんデータによる一

厚生労働省がん研究助成金 地域がん登録の精度向上

と活用に関する研究 平成14年 度報告書138頁 一143頁

5)大	 野ゆ う子、杉山裕美、雑賀公美子、大島明、津熊秀

明、味木和喜子 がんの治癒患者割合の推計に関する

研究 厚生労働省がん研究助成金 地域がん登録 の精

度向上と活用に関する研究 平成14年 度報告書144

頁一150頁

6)大	 野ゆ う子、長谷川敏彦、柿川房子 ・(が んの社会学)

喉頭がん罹患者の療養支援シナリオの検討 と需要推定

方法に関する研究 厚生科学研究費補助金(21世 紀型

医療開拓推進研究事業)「短期(治 療後5年 以内)が ん生

存者を中心とした心のケア、医療相談等のあり方に関

する調査研究」(班長 山口建)平 成13年 度研究報告書

7)真	 田弘美、阿曽洋子、足立香代子、須釜淳子、田中マ

キ子、徳永恵子、廣瀬秀行、宮地良樹、森 口隆彦 褥

瘡ケアにおける看護技術の基準化 とその経済評価(H13

一長寿一〇20)平 成14年 度 厚生科学研究費補助金長

寿科学総括研究報告書2003年1-73頁

8)柿 川房子、長谷川敏彦、大野ゆう子 がん生活障害と

支援モデルの開発に関する研究 厚生科学研究費補助

金(21世 紀型医療開拓推進研究事業)「短期(治療後5

年以内)がん生存者を中心とした心のケア、医療相談等

のあり方に関する調査研究」(班長 、山口建)平 成13

年度研究報告書

9)長 谷川敏彦、大野ゆう子、柿川房子(が	 んの社会学)

21世 紀の包括的がん施策おける経済的視点の導入と

計画立案指針 厚生科学研究費補助金(21世 紀型医療

開拓推進研究事業)「短期(治 療後5年 以内)がん生存者

を中心とした心のケア、医療相談等のあり方に関す る

調査研究」(班長 山口建)平 成13年 度研究報告書
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10)Hayakawa-K,ShimizuT,KatoK,OnoiM,KobayashiY
 

AGerontologicalCohortStudyofAgedTwins:The
 

OsakaUniversityAgedTwinRegistryTwinResearch
 

2003;5:387-388


11)土 肥 義胤 、 白井 文 恵 衣 服 繊 維 素材 へ の黄 色 ぶ ど う球

菌 及 び 緑膿 菌 の 接 着 性 につ い て 乳酸 菌研 究 会 に 関 す

る 報告 書2003年384-390頁

12)三 上 洋 、有 馬 志 津 子 、 足 立 登 志 子 、 九津 見雅 美 、 杉 浦

圭 子 、 仲 下祐 美 子 、 谷 川 緑 、 山 平優 子 厚 生 科 学 研 究

費 補 助 金 健 康 科 学 総 合 研 究 事 業 「地域 に お け る た ば こ

対 策 とそ の評 価 に関 す る研 究 」(主 任 研 究 者 大 阪 府 立

成 人病 セ ン ター 大 島 明 調 査 部 長)分 担 研 究 平 成14

年 度 報 告 書 「大 学 に お け るた ば こ対策 とそ の評 価 に 関

す る研 究 一保 健 医療 系 大 学 生 の 喫煙 行 動 とた ば こに 対

す る態 度 に 関す る実 態 調 査 」2003年3月

13)三 上 洋5.大 学 に お け るた ば こ対 策 の実 施 とそ の評 価

厚 生 科 学研 究 費 補 助 金 健 康 科 学 総 合 研 究事 業 「地 域 に

お け る た ば こ対 策 とそ の 評 価 に 関 す る研 究 」(主 任 研 究

者 大 島 明)平 成14年 度総 括 ・分 担研 究 報 告 書2003

年3月1-17頁

14)三 上 洋 、伊 藤 美 樹 子 、 足 立 登 志 子 、 九津 見 雅 美 、 杉 浦

圭 子 、仲 下祐 美子 、谷川 緑 、 山平 優 子 「平 成14年 東

大 阪 市 居 宅 介護 サ ー ビス の利 用 に 関す る ア ンケ ー ト調

査 」報 告 書2003年3月

4.大 学 ・研 究 所 等 の 報 告

5。解 説 ・総 説

1)阿	 曽洋 子 看 護 技術 で 学 ぶ こ と ク リニ カ ル ス タ デ ィ

24(8)2003年56-58頁 メ ヂ カル フ レン ド社

2)阿 曽洋 子 褥 瘡 をめ ぐ る社 会 的 な 問題 点 新 しい褥 瘡

予 防 と治 療 ・ケ ア の実 際 ライ フ ・サ イ エ ン ス2003年

23巻 丶10号99-102頁

3)矢	 野祐 美 子 編 入 学 を 目指 す 人へ2004年 度 全 国 助 産

師 ・保 健 師 学 校 ガ イ ド2003年14-17頁

4)末	 澤 廣 子 、新 地 敦彰 、福 岡 富 子 、 阿 曽洋 子 看 護 展 望

28(5)特 定機 能 病 院 にお け る 「医 療 連携 と継 続 看 護 」

2003年68-78頁 メヂ カ ル フ レン ド社

5)三 上洋 ・荻 原 俊 男 【高 齢 者 高血 圧 の治 療 】 高齢 者 高

血 圧 の治 療 とQOLGeriatricMedicine2003年41巻


67-72頁


6)三 上洋 、荻 原 俊 男StateoftheArt老 年 者 高 血圧 と

認 知 機 能 臨 床 高 血圧2003年9巻162-175頁

7)三	 上 洋 【医療 経済 か ら考 え る高 血 圧 治 療 の現 況 と将

来 展 望 】 降圧 薬療 法 に お け る コ ン プ ライ ア ン スー 医

療 経 済 との 関連 血 圧2003年10巻5号493-498頁

6.そ の 他

II著 書

1.一般著書

1)阿 曽洋子 褥瘡の トータルケア 褥瘡があるとい うこ

とは,療 養生活 が適切 でないあか し 大浦武 彦編

2003年80-82頁 メデ ィカル トリビューン

2)阿 曽洋子NEBは 臨床看護に役立つか 痴呆のある高

齢患者への看護 目野原重明編2003年45-47頁 中

山書店

3)阿 曽洋子A,成 人看護学原論第2版 成人保健の動向、

成人 を対象 とす る医療活動 土居洋子、泉キ ヨ子編

2003年2月9H26頁HIROKAWAPUBLISHING

4)阿	 曽洋子 医学大辞典 伊藤正男、井村裕夫、高久史

麿編2003年 医学書院

5)阿 曽洋子 「高齢者は○○だ」ときめつけて対応 して

はいけない!白 浜雅司、今井裕一、大生定義編 治

療852003年111-113頁 南山堂

6)阿	 曽洋子 エ ビデンスに基づ く褥瘡ケア 体圧分散

真 田弘美、須釜淳子編2003年2-7頁 中山書店

7)大	 野ゆ う子 文部科学省著作高等学校職業教育教科書

「看護基礎医学1」;「生活と健康」編2003年243-330

頁	 文部科学省

8)大 野ゆ う子 文部科学省著作高等学校職業教育教科書

「看護基礁医学3」;「保健医療 と福祉」編2003年171


-340頁 文部科学省


9)大 野ゆ う子	 文部科学省著作高等学校職業教育教科書

「基礎看護」;「診療 と看護」編2003年118-199頁 文

部科学省

2.専 門著書

1)三 上洋 老年医学、皿.看 護 ・介護 ・福祉 ・リハ ビリ

テーション、5.高 齢者のQOL荻 原俊男編2003年


319-323頁 朝倉書店


2)早 川和生	 ふたこの子育て 武内美代子編2003年1

月 朱 鷺書房

3.教科書

皿 招聘講演 ・シンポジウム等

L国 際学会

2.国 内学会

1)阿 曽洋子	 セミナー 最新の褥瘡看護技術 第2回

HomeCare日 本縦断セミナー 褥瘡ゼロを目指 して一褥

一77一



大阪大学看護学 雑Vo1.10No.1(2004)

瘡対策未実施減算に対する対応邑.2003年2月 、大阪市

2)阿 曽洋子 基調講演 エビデンスに基づ く基礎看護教

育の考え方 平成14年 度専任教員等研修会.2003年3

月、三重県

3)阿 曽洋子 教育講演 褥瘡ケアの実態 と予防看護 第

5回 日本褥瘡学会学術集会.2003年8月 、さいたま市

4)阿 曽洋子 基調講演 質的研究 第44回 日本手術看護

学会大阪地区.2003年11月 、大阪市

5)村 松静子、國井治子、濱口恵子、大島弓子、佐w恵	 、

阿曽洋子、本山裕子 パネルディスカッシ ョン 看護

職の機能拡大は飛躍の起爆剤か,パ ン ドラの箱か 第

29回 日本看護研究学会学術集会.2003年7月 、大阪市

6)森	 田孝子、阿曽洋子 シンポジウム 看護技術教育一

実践と基礎教育の接点を探る一 日本看護学教育学会

第13回 学術集会.2003年8月 、長野市

7)早 川和生	 会長講演 ヒューマンポテンシャルへの畏

敬 第29回 日本看護研究学会学術集会.2003年7月 、

大阪市

1V学 会 一 般 演 題

1.国 際 学 会1 

1)OhnoY,NakamuraT,MurataK,SaikaK,OshimaA,
 

TsukumaH.FORECASTIONTHEJAPANESESTOMACHCANCER
 

INCIDENCERATESUSINGABAYESIANCOHORTMODEL.25th
 

AnnualScientificCongressandMeetingofthe
 

InternationalAssociationofCancerRegistries
 

(IACR2003).June.2003,Haweaii,U.S.A
 

2)NittaN,AsoY,HayamaY,NakahiraM,NumanamiS.Poster
 

THEEFFECTRELAXATIONBYFOOTMASSAGECOMBINEDWITH
 

FOOTBATHONNAUSEAINDUCEDBYCHEMOTHERAPY-ASSESSMENTOF
 

HEARTRATEVARIABIRITY‐JapaneseSocietyofCancer
 

Nursing.2003.
 

3)SugiyamaH,OhnoY,SaikaK,AjikiW,TsukumaH,
 

OshimaA.PROPORTIONOFCUREDCANCERPATIENTSAND
 

OBSERVATIONTIMETODISTINGUISHCURED/FATALCASES
 

INOSAKA,JAPAN.25thAnnualScientificCongressand
 

MeetingoftheInternationalAssociationofCancer
 

Registries(IACR2003).June.2003,Hawaii,U.S.A
 

4)NumasakiH,HarauchiH,OhnoY,InamuraK,KasaharaS,
 

IshiiA,etal.TheConstructionoftheOptimized
 

WorkflowyodelattheRadiotherapyandtheSurgical
 

Ward.RadiologicalSocietyofNorthAmerica89th
 

ScientificAssemblyandAnnualMeeting(RSNA2003).


Nov-Dec.2003,Chicago,U.S.A
 

5)ItoY,OhnoY,KasaharaS,SugiyamaH,SodaM,Suyama, 

A.THEESTIMATIONOFUP-TO-DATESURVIVALRATESFROM

NAGみSAKICANCERREGISTRYINJAPAN:USINGTHEPERIOD 

ANALYSISANDTHETRENDEXTRAPOLATIONMETHOD.25th 

AnnualScientificCongressandMeetingofthe
 

InternationalAssociationofCancerRegistries
 

(IACR2003).June.2003,Hawaii,U.S.A
 

6)MasuoK,MikamiH,OgiharaT,TuckML.Compariso
 

nsbetweengeneticinfluenceofhypertensionand
 

environmentalfactorsonbloodpressurelevels.
 

TheAmericanSocietyforHypertension16thAnnu
 

alscientificMeeting,May17.2003,NewYork,NY,
 

U.S.A.
 

7)MasuoK,KawaguchiH,MikamiH,OgiharaT,Tuck
 

ML.Nonobesesubjectswithelevatedserumurida
 

cidlevelhavesympatheticoveractivityandhype
 

rinsulinemia.TheThirteenthEuropeanMeetingon
 

Hypertension,June13-16.2003,Milan,Italy.
 

8)MasuoK,KawaguchiH;MikamiH,OgiharaT,TuckML.
 

Apositivefamilyhistoryofhypertensionand
 

sympatheticoveractivityarepredictorsof
 

subsequentweightgainandbloodpressureriseThe
 

ThirteenthEuropeanMeetingonHypertension,June
 

13-16.2003,Milan,Italy.
 

9)MasuoK,MikamiH,OgiharaT,.TuckML.Whorebounds
 

fromachievingsignificantbodyweightloss?The
 

ScientificSessions,AmericanHeartAssociation,
 

November9-12.2003,0rlando,FL,U.S.A.
 

10)ItoM,TabuchiS.Peoplewithhandicappedsiblin
 

gsandtheirrelationshipsinvolvingtheirsibli
 

ngs,themselvesandtheoutsideworldQualitati
 

veHealthresearch,February.2003,Mexico
 

11)ItoM,SekijimaK,KumagaiT,SakakibaraK,Yamazaki
 

Y,MatsumotoY.Comparisonoftheseizureoutcomeof
 

Westsyndromebetweenbirthcohortsbornin1960's
 

and1990's,25thInternationalEpilepsyCongress,
 

October.2003,Lisbon,Portugal
 

噌 12)KumagaiT,ItoM,YamazakiY,SekijimaK,Sakakibara
 

K,MatsumotoY.Lifecourseof218patientswithWest
 

syndromeinJapan25thInternationalEpilepsyCongress,
 

October.2003,Lisbon,Portugal
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2.国 内学会

1)久 米弥寿子、小笠原知枝、高橋育代	 ロールプ レイン

グ演習における看護学生の発話時間 ・発話内容 と学生

の不安度 第29回 日本看護研究学会学術集会.2003


年7月 、大阪市


2)久 米弥寿子 ロールプレイング演習における看護学生

の発話内容 と発話構造の特徴 第23回 日本看護科学学

会学術集会.2003年12月 、津市

3)矢 野祐美子、阿曽洋子	 示説 看護師の在宅療養に対

する意識調査 と退院支援のあり方 第62回 目本公衆

衛生学会総会.2003年10月 、京都市

4)新	 田紀枝、阿曽洋子、葉山有香、中平三枝子、沼波勢

津子 示説 化学療法に伴 う遷延性嘔気、嘔吐に対す

る足浴後マッサージの有効性 第17回 日本がん看護学

会学術集会.2003年2月 、大阪市

5)片 山由加里、小笠原知枝、辻ちえ、井村香積、永山弘

子 看護師の感情労働尺度の開発 第29回 日本看護研

究学会学術集会.2003年7月 、大阪市

6)宮 嶋正子、阿曽洋子、矢野祐美子	 示説 車椅子座面

形状の違いが座圧分散力におよぼす影響一標準型 とコ

ンツアー型を比較 して一 日本看護研究学会学術集

会.2003年7月 、大阪市

7)佐 川節子、池田レミ、東照正、阿曽洋子、池永秀雄、

森戸直美、西川俊秋 口演仙骨部組織血液量か らみた

褥瘡予防マッ トの評価一評価方法確立のための基礎研

究一 第5回 日本褥瘡学会学術集会.2003年8月 、さい

たま市 曽

8)宮	 嶋正子、阿曽洋子、矢野祐美子 示説 車いす座面

形状の違いが圧力分散と皮膚血流におよぼす影響 日

本褥瘡学会学術集会.2003年8月 、さいたま市

9)菅 野夏子、阿曽洋子、矢野祐美子	 示説 閉じこもり

高齢者の発生率 と身体精神的、心理 ・社会的、生活環

境特徴の実態 第62回 目本公衆衛生学会総会.2003

年11月 、京都市

10)片 山由加里、小笠原知枝、久米弥寿子、高橋育代 看

護師の感情労働モデルに関与する要因 第23回 日本看

護科学学会学術集会.2003年12月 、津市

11)大 森淳子、新地敦彰、末澤廣子、福岡富子、阿曽洋子

口演 病棟看護師の在宅療養に関する意識調査と退院

計画の実際 第34回 日本看護学会.2003年10月 、盛

岡市

12)菅 野夏子、阿曽洋子、矢野祐美子、大巻悦子、小谷美

保 示説 閉じこもり高齢者と非閉じこもり高齢者の
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身 体 精 神 的 、心 理 ・社 会 的 お よび 生 活 環 境 特 徴 の 比較

日本 老 年 看 護 学 会 第8回 学 術集 会.2003年11月 、 明石

市

13)佐 川 節 子 、 池 田 レ ミ、東 照 正 、 阿 曽洋 子 、池 永秀 雄 、

森 戸 直美 、西 川 俊 秋 、柳 田敏 雄 、 精 山明 敏 口演 仰

臥 位 時 の仙 骨 部 血 液 量 か らみ た 褥 瘡 予 防 マ ッ トの評 価

第10回 医用 近 赤 外 線 分 光 法研 究 会.2003年11月 、福 岡

市

14)葉 山 由香 、新 田紀枝 、 阿 曽洋 子 、 中平 三 枝 子 、 沼 波勢

津 子 足 浴 後 マ ッサ ー ジ炉 シ ス プ ラチ ン使 用 後 の不 快

な症 状 に与 え る影響 第34回 日本 看 護 学 会 成 人 看 護

II.2003年8月 、 和 歌 山市

15)井 村 香 積 、 小 笠原 知枝 、`片山 由加 里 、永 山弘 子 、 辻 ち

え 看 護 師 の情 動 知 能 に基 づ く グル ー プ 凝 集 性 とケ ア

の 質 の 関連 性 第29回 日本 看 護 研 究 学 会 学 術 集 会.

2003年7月 、 大 阪 市

16)永 山弘 子 、 小 笠原 知枝 、久 米 弥 寿 子 、 高橋 育 代 、安 藤

昌代 末期 乳 が ん 患者 の看 護 診 断 と看 護 介 入 第17回

日本 が ん看 護 学 会学 術 集 会.2003年2月 、 大 阪 市

17)辻 ち え、竹 田千佐 子 、小 笠 原 知 枝 、 片 山 由加 里 、井村

香 積 、 永 山弘 子 中堅 看 護 師 の 実践 能 力 に 関 与 す るプ

ラ トー 要 因 第29回 日本 看 護 研 究 学 会 学 術 集 会.2003

年7月 、 大 阪 市

18)石 井 豊恵 、大 野 ゆ う子 、笠 原 聡 子 、原 内 一 、稲 邑清 也 、

門 田守 人}左 近 賢 人 、藤 本 春美 、森 田輝 代 、飯 沼 正 博 、

国 府 裕 子 、萩 本 明子TimeStudyデ ー タ を 用 い た看

護 業務 のOverrunに 関す る検 討 一MultilevelAnalysis

とMonte-Car1。 法 を用 い て 一 生体 医工 学 シ ンポ ジ ウ

ム 主 催:目 本 エ ム ・イ ー 学 会 関西 支 部.2003年9

月 、 北海 道

19)北 村 有 子 、大 野 ゆ う子 、久 保 武 、井 脇 貴 子 、東 村 昌代 、

長 谷 川 敏 彦 、 柿 川 房 子 「療 養 経 過 シ ナ リオ 」 の 有 用

性 の検 討 喉 頭 摘 出 と人工 内耳 の2疾 患 に つ い て一 第

5回 医療 マ ネ ジ メ ン ト学 会.2003年6月 、仙 台 市

20)中 村 亜紀 、大 野 ゆ う子 、村 田加 奈 子 、杉 山裕 美 、 大 江

洋 介 介護 保 険 制 度 にお け る在 宅 要 介 護 者 の機 能 訓練

の 効果 につ いて 第62回 日本 公 衆 衛 生 学 会.2003年10

月 、京 都 市 

21)NumasakiH,HarauchiH,OhnoY,InamuraK,Kasahara
 

S,MondenM,SakonM,IshiiA,KitamuraY,Nakamura
 

A,KouH,IinumaM.Newclassificationofmedical
 

staff'sjobfortheoptimalreconstructionofthejob
 

workflowinasurgicalward;applicationofthe
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spectrumanalysisandthesequencerelational

analysis.生 体医工学シンポジウム2003主 催:目 本

エム ・イー学会 関西支部.2003年9月 、北海道

22)横 内光子、笠原聡子、大野ゆう子 小児事故に対する

保護者の リスク認知と情報ニーズ 第62回 日本公衆衛

生学会.2003年10月 、京都市

23)于 力、大野ゆう子、笠原聡子、村田加奈子 歯科保健

システムダイナ ミクスモデル 第62回 日本公衆衛生学

会.2003年10月 、京都市

24)蘇 瑛、大野ゆう子、杉山裕美、伊藤ゆ り、笠原聡子、

陶山昭彦、早田みどりPeriodAnalysisを 用いた生存

率推計一長崎県がん登録胃がんデータから一 第62回 日

本公衆衛生学会.2003年10月 、京都市

25)岩 瀬裕三子、大野ゆう子、笠原聡子、中村亜紀 高齢

者の生きがい支援策の現状 と課題について一高齢者の

就業 に主 眼をおいて一 第62回 日本 公衆衛 生学

会.2003年10月 、京都市

26)上 村真葵、大野ゆう子、笠原聡子、北村有子、石井豊

恵、八尾正之、立花直子、大倉睦美、中村幸枝、小林

万紗、鉤美砂、嶋本喬 高齢者の不眠の特徴一睡眠 ドッ

ク受信者の症例を中心に一 第62回 日本公衆衛生学

会.2003年10月 、京都

27)鉤 美砂、大野ゆう子、笠原聡子、杉山裕美、村 田加奈

子、伊藤ゆ り、八尾正之、立花直子、大倉睦美、上村

真葵、小林万紗、中村幸枝、嶋本喬ESSの 意味するも

の一睡眠時無呼吸症候群のデータ解析から一 第62回 日

本公衆衛生学会.2003年10月 、京都市

28)小 林万紗、大野ゆう子、笠原聡子、杉山裕美、雑賀公

美子、萩本明子、八尾正之、立花直子、大倉睦美、鉤

美砂、中村幸枝、上村真葵、嶋本喬 閉塞性睡眠時無

呼吸症候群 と肥満度についての検討 第62回 目本公衆

衛生学会,2003年10月 、京都市

29)中 村幸枝、大野ゆ う子、笠原聡子、村 田加奈子、北村

有子、雑賀公美子、八尾正之、立花直子、大倉睦美、

上村真葵、鉤美砂、小林万紗、嶋本喬 日本の中高年

男性の睡眠パターンー睡眠負債 と睡眠への満足度の観

点から一 第62回 日本公衆衛生学会.2003年10月 、京

都市

30)安 間明目香、大野ゆ う子、笠原聡子、村田加奈子、雑

賀公美子、中村正和、大島明 システムダイナミクス

を用いた肺がん自然史モデルの構築 と1次 予防、2次予

防効果の検討 第62回 日本公衆衛生学会.2003年10

月、京都市

31)武 田真希子,久 米弥寿子 患者指導の場面におけるロ

ールプレイングでの看護学生のコミュニケーション技

法 第34回 日本看護学会一看護教育,2003年8月,金

沢市

32)川 上有香、高橋育代、小野千尋、斎藤真利子、滝野明

美、茶園美香 悪性骨軟部肉腫患者の情報に対す る認

識と行動に関する研究 第17回 日本がん看護学会学術

集会,2003年2月,大 阪市

33)角 紗綾果、早川和生、尾ノ井美由紀 女子高校生の口

腔保健行動に心理社会的要因が及ぼす影響に関す る検

討 第29回 日本看護研究学会学術集会.2003年7月 、

大阪市

34)九 津見雅美、伊藤美樹子、三上洋 介護保険サー ビス

の決定における要介護者の主体性に関連する要因の検

討 第29回 日本保健医療社会学会大会.2003年5月 、

京都市

35)許 翠萍、伊藤美樹子、有馬志津子、三上洋 中国にお

ける地域老人看護の現状と課題 第6回 日本地域看護

学会.2003年6月 、横浜市

36)九 津見雅美、伊藤美樹子、三上洋 介護保険サー ビス

決定における要介護者の主体性の検討 第45回 日本老

年医学会学術集会.2003年6月 、京都市

37)足 立登志子、杉浦圭子,九 津見雅美、三上洋 関節 リ

ウマチ患者における笑いの経験と抑 うつとの関連の検

討 第29回 日本看護研究学会学術集会.2003年7月 、

大阪市

38)杉 浦圭子、足立登志子、九津見雅美、伊藤美樹子、三

上洋 介護者の性別にみた在宅介護の現状 第29回 日

本看護研究学会学術集会.2003年7月 、大阪市

39)九 津見雅美、足立登志子、杉浦圭子、伊藤美樹子、三

上洋 家族介護者の介護保険サービスの決定と情報探

索行動 との関係 第29回 日本看護研究学会学術集

会.2003年7月 、大阪市

40)有 馬志津子、谷川緑、山平優子、杉浦圭子、三上洋、

足立登志子、仲下祐美子、九津見雅美 看護学生への

たばこ教育プログラム開発と評価(第1報)一 プログラム

開発 と課題一 第62回 日本公衆衛生学会総会.2003年

10月 、京都市

41)谷 川緑、有馬志津子、山平優子、杉浦圭子、三上洋、

足立登志子、仲下祐美子、九津見雅美 看護学生への

たばこ教育プログラム開発と評価(第2報)一 実施前後、

半年後の変化一第62回 日本公衆衛生学会総会.2003年

10月 、京都市 
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42)足 立登志子、杉浦圭子、三上洋 在宅関節 リウマチ患

者の介護保険制度利用の状況とQOLに 関する検討 第

62回 日本公衆衛生学会総会.2003年10月 、京都市

43)三 上洋、九津見雅美、杉浦圭子、谷川緑、山平優子、

小林京子、伊藤美樹子 介護保険サービス利用に関す

る3年 間の実態調査(第1報)一 介護保険サービス利

用状況一第62回 日本公衆衛生学会総会.2003年10

月、京都市

44)九 津見雅美、杉浦圭子、谷川緑、山平優子、小林京子、

伊藤美樹子、三上洋 介護保険サービス利用に関する

3年 間の実態調査(第2報)一 利用者の意識や態度一

第62回 目本公衆衛生学会総会.2003年10月 、京都市

45)杉 浦圭子、九津見雅美、谷川緑、山平優子、小林京子、

伊藤美樹子、三上洋 介護保険サー ビス利用に関する

3年 間の実態調査(第3報)一 家族介護者の状況一第

62回 日本公衆衛生学会総会.2003年10月 、京都市

46)山 平優子、杉浦圭子、九津見雅美、谷川緑、小林京子、

伊藤美樹子、三上洋 介護保険サー ビス利用に関する

3年 問の実態調査(第4報)一 介護負担の経年的変化

一第62回 目本公衆衛生学会総会.2003年10月 、京都市

47)仲 下祐美子、志村雅彦、撫井賀代、小西省三郎、三上

洋 大阪市における肺結核患者の服薬状況乏その関連

要因の検討 第62回 日本公衆衛生学会総会.2003年10

月、京都市

48)谷 川緑、有馬志津子、三上洋 保健医療系学生のたば

'こに対する態度の変化 第23回 日本看護科学学会学術

集会.2003年12月 、三重県津市

49)有 馬志津子、谷川緑、三上洋 看護学生に対するたば

こ教育介入による有効性の検討 第23回 日本看護科学

学会学術集会.2003年12月 、三重県津市

50)白 井文恵、池田七衣、土肥義胤 抗酸菌の末梢血単球

内増殖に及ぼすサイ トカインの影響 第56回 日本細菌

学会関西支部総会.2003年11月 、奈良市

51)池 田七衣、白井文恵、土肥義胤 細菌の頭髪への接着

と洗浄 第56回 日本細菌学会関西支部総会.2003年

11月 、 奈良市

52)白 井文恵、土肥義胤 活動性肺結核症患者の末梢血単

球の殺菌能が低下している原因 第29回 日本看護研究

学会学術集会.2003年7月 、大阪市

53)白 井文恵、高島真美、土肥義胤 セラチア菌の衣服素

材、頭髪、テフロンへの接着性と陽イオン界面活性剤

処理衣服素材の殺菌効果について 第29回 日本看護研

究学会学術集会.2003年7月 、大阪市
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54)白 井文恵、土肥義胤 細菌の頭髪への付着性についz

第29回 日本看護研究学会学術集会.2003年7月 、大阪

市

55)下 嶋真紀子、白井文恵、土肥義胤 活動性肺結核患者

の末梢血単球のIFN-vに 対する応答性の低下 第76

回 日本細菌学会総会,2003年4月 、熊本市

56)白 井文恵、高島真美、池田七衣、土肥義胤 活動性肺

結核患者の末梢血単球のNO産 生能の低下 第3回 日本

感染看護学会学術集会.2003年1月 、東京都

57)高 島真美、白井文恵、池田七衣、土肥義胤 セラチア

菌の衣服繊維素材等への接着性について 第3回 日本

感染看護学会学術集会.2003年1月 、東京都

58)池 田七衣、高島真美、白井文恵、土肥義胤 黄色ブ ド

ウ球菌及び緑膿菌の頭髪への付着性について 第3回

日本感染看護学会学術集会.2003年1月 、東京都

59)伊 藤美樹子 障害者のきょうだいの障害者観一障害者

ときょうだいの関係 から一第23回 日本看護科学学

会.2003年12月 、三重県津市

60)岡 本薫、伊藤美樹子、早川和生,福 井県における月別

交通事故 と気象 の関連 第62回 日本 公衆衛 生学

会.2003年10月 、京都市

V受 賞

1)生 体 医工 学 シン ポ ジ ウ ム2003ベ ス トリサ ー チ ア ワー一

ド、沼 崎 穂 高 、 原 内一 、 大 野 ゆ う子 、 稲 邑清 也 、笠 原

聡 子 、 門 甲守 人 、左 近 賢人 、 石 井 豊 恵 、 北村 有 子 、 中

村 亜 紀 、 国 府 裕 子 、飯 沼 正 博 、 平成15年9月 、 日本

エ ム ・イー 学 会

2)25thAnnualmeetingofIACRBestPosterAward、	 杉

山裕 美 、 大 野 ゆ う子 、雑 賀 公 美 子 、 味 木 和 喜 子 、 津 熊

秀 明 、 大 島 明、 平 成15年6月 、 国際 が ん 登録 学会

w特 許

W共 同研究 ・外部資金

1)看 護診断の正確性 と看護ケアの質の評価に基づ く教育

プログ ラム、小笠原知枝(代 表)、久米弥寿子、高橋育

代、矢野祐美子、山本裕子、岡崎寿美子、田邊美智子、

長谷川智子、科学研究費補助金、基盤研究C、2003年

2)看 護技術提供時の動作分析による作業効率性の評価 と

看護経済性の指標の開発、阿曽洋子、科学研究費補助

金、2003-2006年

3)褥	 瘡ケアにおける看護技術の基準化とその経済評価、

阿曽洋子、金沢大学、厚生労働省長寿科学総合研究事
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業、2002-2003年

4)エ	 アマットの検証一褥瘡予防の観点から一、阿曽洋子、

村中医療器株式会社

5)業 務量調査をもとにした21世 紀型大学附属病院におけ

る運営評価方法の研究、大野ゆう子(代 表)、 科学研究

費補助金、基盤研究B、2003年
へ

6)地	 域におけるたばこ対策 とその評価に関する研究、大

野ゆ う子(分 担研究者)、 平成15年 度厚生科学研究費

補助金(健 康科学総合研究事業)、2003年

7)看 護学生に対するコミュニケーション技術教育におけ

る面接プログラム学習法の開発、久米弥寿子、科学研

究費補助金、若手研究B、2003年

8)患	 者の看護必要度に応 じた看護料設定のための基礎的

研究、笠原聡子、科学研究費補助金、若手研究B、2003年

9)悪	 性骨軟部肉腫患者の個別的ニー ドに応 える情報提供

と情緒的サポー トー情報ネ ットワー クシステムを活用

して一、高橋育代、科学研究費補助金、若手研究B、2003年

10)大 学におけるたばこ対策の実施 とその評価に関する研

究、三上洋(分 担研究者、大島明班長)、平成15年 度厚

生科学研究費補助金(健 康科学総合研究事業)「地域に

おけるたばこ対策とその評価に関する研究」、2003年

11>結核菌症の病態解明に基づく新たな治療法等の開発に

関する研究、土肥義胤、平成15年 度厚生労働科学研究

費補助金'(新興 ・再興感染症研究事業)、2003年

12)活 動性肺結核症患者の末梢血単球のサイ トカイン産生

の特色、土肥義胤、平成15年 度腸管微生物研究会研究

助成金、2003年

13>高齢者における結核再燃の実態調査及び再燃予防対策

の検討、白井文恵、文部省科学硬究費補助金、若手研

究B、2002-2003年

14)双子老人2,500組	 の比較から見た老化及び寿命に関与

する生活習慣 ・環境要因の研究、早川和生、三上洋、

文部省科学研究費補助金、基盤研究B、2000-2003年

15>乳幼児期におけるTwin‐talk(宇 宙語)現 象の発生予

'防 とファミリーケアの研究
、早川柏生、文部省科学研

究費補助金、萌芽的研究、2002-2003年

16)奨学寄付金、早川和生教授研究助成、関西看護ケア研

究会、2003年4月

病院看護部

1.論文(原 著,総説,報 告書等)

1)田 墨惠子、安藤昌代	 ケーススタディ 手術により乳

房を喪失 した乳癌患者への看護 プチナース2003年

12巻3号51-54頁

2>田 中春美、長岡淳子、加賀七美、木村直美 助産師か

らみた陣痛(産 痛)へ のケア ペ リネイタルケア2003

年22巻9号51-54頁

3)長	 岡淳子、今田恭子、北村芳子、中島久美子 交差感

染予防を目的 とした哺乳瓶保温器の清潔維持方法の検

証 大阪母性衛生学会雑誌2003年39巻1号133-134頁

4)河 村有亜 ネグレク トを受けたハイ リスク児および寡

族への援助 と地域機関との連携 大阪母性衛生学会雑

誌2003年39巻1号88-90頁

5)末 澤廣子、新地敦彰、福岡富子、阿曽洋子 特定機能

病院における 「医療連携 と継続看護」一地域医療機関

のインターヘイスとしての保健医療福祉ネ ットワーク

部の活動一 看護展望2003年28巻4号68-78頁

6)冠 木雅子 特殊放射線検査 ・治療における実施登録に

よる会計完全 自動化への挑戦と残された課題 医療情

報学2003年22巻6号453-464頁

7)岡 本典子 京力深穂 八田かずよ 医療安全確保のた

めの戦略～専任および現場の リスクマネジャーの役割

～Emergencynursing20032003年16巻10号28-34頁

8)上 田博美、ICHG研 究会 特集 院内感染予防策 日本

の常識 ・世界の非常識CLINICmagazine ,6月 号2003

年23-29頁

9)上	 田博美、鍋谷佳子ICHG研:究 会臨床における基本的

手技の実際CLINICmagazine12月 号2003年19-27頁

10)波 多江新平、新井裕子、金沢美弥子、上田博美、小林

信一,賀 来満夫 感染予防対策 「我が国の常識、世界

の非常識」現代医療2003年34巻11x-32-42頁

11)田 墨恵子 セルフケア支援のABC「 しびれ(感 覚異常)

のセルフケア支援」看護学雑誌2003年67巻11号1084

-1089頁

2.単 行 本

1)冠 木 雅 子 、 郡 清 子 緊急 事態 対応 シ ミュ レー シ ョン の

開 発 と実 施 ク リニ カ ル リス ク マ ネ ジ メ ン ト ナ ー シ

ングプ ラクティス2003年135-143頁 文光堂

2)大 橋 和 香 、 宝 満 朝 子 、水 谷 綾 子 手 術 編 総 論 整 形

外科ナー シングプラクテ ィス2003年1.18-128頁 文 光堂

3)大 橋 和 香 、 宝 満 朝 子 、水 谷綾 子 手 術 編 各 論 整 形

外 科 ナ ー シ ン グ プ ラ ク テ ィ ス2003年145-149頁

153-161頁164-167頁..:i頁 文 光 堂
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4)人	 田かずよ インシデ ン トレポー トの院内一元化 とそ

のメリット他 クリニカル リスクマネジメン ト ナー

シングプラクティス2003年23頁 文光堂

5)岡 本典子	 新 しい経腸栄養 システム クリ三カル リス

クマネジメン ト ナーシングプラクティス2003年

68-69頁 文光堂

3.学会発表

1)上 田博美、新谷栄子、坂藤昌子、柴 田政彦、井上隆弥、

竹山栄子、真下節 慢性疼痛とチーム医療 看護師の

立場 と役割.第32回 日本慢性疼痛学会.2003年

2)上	 田博美、鍋谷佳子、森脇千賀子、杉本万代、里村節

子 「院内感染の標準予防策推進 ・実施」 第3回 日

本感染看護学会学術集会.2003年

3)今 川彰久、池上雅子、石田香織、宮川潤一郎、石井和

子、松澤佑次 持続皮下インス リン注入療法(CSII)に

より良好な血糖コン トロールを得た劇症1型 糖尿病の

1例 第37回 糖尿病学の進歩.2003年

4)後 藤美紀、大塚幸枝、嶋谷可愛、京力深穂、松嶋麻子、

杉本壽、平出敦 重症患者 に対する経腸栄養中の電解

質管理について 第7回CCM輸 液 ・栄養研究会.2003年

5)島 袋正恵、松尾美 由紀、小川尚子、京力深穂 気管内

吸引チューブ浸漬用消毒液使用後の微生物汚染の比較

～ザルコニン⑧A液0 ,1(8%エ タノール加0.1%塩 化ベ

ンザルコニウム)と塩化ベンザルコニ ウム(0.025w/v%

ヂアミトール⑧水)の 比較.第86回 近畿救急医学研究

会(看 護部会).2003年 一

6>平	 出敦、後藤美紀 経腸栄養製剤のナ トリウム含有量

に関する研究 第18回 日本静脈経腸栄養学会.2003年

7)世 良奈津子 救急搬送された外傷患者の家族の心理過

程一Hopkinsの 危機モデル との比較一.第4回 日本救急

看護学会.2003年

8)姫 野理恵、原田貴子、田代真紀、松本稔子、井口和江、

前田正美 腎移植患者の個室隔離における病室環境改

善への援助 第16回 日本臨床腎移植学会.2003年

9)松 前佐代子	 血液腫瘍疾患患者の 目常生活及び身体症

状と不安 ・鬱状態からみた看護介入のあり方 第33回

目本看護学会.(成人看護II)2003年

10)三 上智春、高野義子、三島陽子、京力深穂 頭部外傷

患者の意識レベルとBSI値 の関連について 第4回 目

本救急看護学会.2003年

11)上 田千鈴、岩崎朋之、柿添真由美 小児に対するスキ

ン トラブルの観点からみたサージカルテープの適性の

比較 第34回 日本看護学会(小 児看護).2003年

12)大森淳子、末澤廣子、浪下和子	 在宅療養に向けての

退院支援に関する病棟看護師の意識と実際 第34回 日

本看護学会(地 域看護).2003年

13)岡本佳苗、濱田真理子、藤原優子、古谷和子、藤澤智

巳、池上博司、笠山宗正、宮川潤一郎、山崎義光、古

田桂子 糖尿病患者における血糖 自己測定器の選択支

援に関する検討 日本糖尿病学会 第40回 近畿地方

会.2003年

14)小川尚子、洪淑姫、京力深穂 劇症肝炎発症患者の家

族への援助の実際 第5回 日本救急看護学会,2003年

15)片 山圭子 統合失調症患者への服薬指導の看護介入～

看護師による指導実施状況と認識調査から導いた服薬

指導基準と介入方法の試作～ 第28回 日本精神科看護

学会.2003年

16)冠木雅子、池内友子 放射線部での緊急時対応シミュ

レーションの開発.第5回 医療マネジメン ト学会学術

集会.2003年

17)冠木雅子、三村美智子、佐々木千枝 患者急変時、・技

師はどう対応するか 一一ACESの手法を取 り入れた放射線

部合同シミュレーションー 全国放射線技師総合学術

大会大阪大会.2003年

18)北 畠麻友子 消化器疾患患者の術後の褥瘡予防～褥瘡

発生予測 スケールによる褥創予防と実用性の検討～

第5回 日本褥瘡学会学術集会.2003年

19)北村有子、大野ゆう子、久保武、井脇貴子、東村昌代、

長谷川敏彦、柿川房子 「療養経過シナ リオ」の有用

性の検討 一喉頭摘出と人工内耳の2疾 患について一

第5回 医療マネジメン ト学会学術総会.2003年

20)木 村澄子、上北純子、森山良子、柿添真 由美、長谷丿ll

利路 生体肝移植後の患者の在宅における実態調査

第21回 日本肝移植研究会.2003年

21)雲 山由美子、須藤昌子、鹿島泰子 食道癌術後患者の

早期離床への取 り組み前後の比較～離床時間 と患者の

経過 について～ 第30回 日本集 中治療 医学会総

会.2003年

22)後 藤美紀 重症治療における経腸栄養の問題一食塩補

充の検討一 エスペン2003年

23)松 下亨、南正人、北知子、小垣滋豊、市川肇、福嶌教

偉、太田三徳、斉藤美紀子、大薗恵一、松田暉 肺移

植の適応が検討 された心疾患合併肺高血圧症患者にっ

いて 第39回 日本小児循環器学会学術集会.2003年

24)末 澤廣子、大森淳子、新地敦彰、福岡富子、阿曽洋子
"病棟看護師の在宅療養に関する意識調査と退院計画

の実際"第34回 日本看護学会.(看 護管理)2003年

25)岩崎麻美、岩本佳子、坂上礼子、田村亜嘉利、牧村知

美、三宅雅子、安田純子、田中詠子、岡村麻理、小林

久子、有年眞知子、竹安里香、豊岡慎子、秦亜紀、大

西寿子、重松弘子、斎藤文子、山崎肇、笠原彰紀、佐
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古田三郎 大阪大学医学部附属病院における逸脱原因

の調査一医療機関の今後の課題一 第24回 日本臨床薬

理学会.2003年

26)田 口恵子、藤川博子、清水三居里、水谷綾子、有馬美

緒子、嶋田成美、秋吉愛子、中田精三、門田守人 多

層構造 ウレタンフォームマ ッ トの除圧効果による皮膚

障害の予防をめざして 第17回 日本手術医学看護学

会.2003年

27)手 塚泰世、嶋田成美、水谷綾子、有馬美緒子、中田精

三、門田守人 硬膜外麻酔併用全身麻酔手術患者の体

温低下予防の検証 第25回 日本手術医学会.2003年

28)土 志田智子 術後患者の離床 を促進する看護介入の検

討 第34回 日本看護学会(成 人看護1).2003年

29)渡 口元子、大雲千春、椿 山由美、伊藤憲子 生体肺移

植を受けた児への退院に向けた看護師の役割一病院、

家族、学校の連携一 第39回 日本小児循環器学会学術

集会.2003年

30)中 川里恵、内園英子、河野総江HLA2座 ・3座 ミスマ

ッチ移植をうける患者の苦痛とその反応.第26回 日本

造血細胞移植学会.2003年

31)中 村美香、松本晴美、山下悦子 心臓弁膜症患者への

退院指導の検討 第34回 日本看護学会(成 人看護

II)。2003年

32)能 芝範子、須藤昌子、鹿島泰子、妙中信之、真下節ICU

における胸部大動脈人工血管置換術後患者に対する離

床の進め方 第30回 日本集中治療医学会総会.20ρ3年

33)藤 原靖子、古谷和子、古田桂子、岩橋博見、池上博司、

筆山宗正、宮川潤一郎、山崎義光 糖尿病患者の食事

療法に関す る意識 と感情負担度 との関連.日 本糖尿病

学会 第40回 近畿地方会.2003年

34)松 尾恵、柳川千里、武智久恵、萩原 さがみPOMSを 用

いた心疾患患者の気分の調査 第51回 日本心臓病学会

学術集会.2003年

35)藤 原優子 フットケア看護外来による糖尿病足病変の

改善と患者行動変容 第18回 日本糖尿病合併症学会学

術集会.2003年

36)藤原優子 大阪大学医学部附属病院におけるフッ トケ

ア外来 大阪糖尿病患者教育研修者集会.2003年

37)松 本留美 婦人科病棟における術後肺梗塞発症につな

がる術前の生活習慣の分析 第15回 大阪府看護研究学

会.2003年

38)三 島陽子、小佐々永子、京力深穂 初療待機中の家族

援助にマニュアルを試みて 第88回 近畿救急医学研究

会.2003年

39)守 口絵里、永井利三郎 てんかんをもつ子どもとその

家族に対する生活援助に関する検討 第37回 日本てん

かん学会,2003年

40)長 岡淳子、今 田恭子、北村芳子、中島久美子 交差感

染予防を目的 とした哺乳瓶保温器の清潔維持方法の検

証 第41回 大阪母性衛生学会.2003年

41)河 村有亜 ネグレク トを受けたハイ リスク児および家

族への援助 と地域機関との連携 第41回 大阪母性衛生

学会.20q3年

42)山 口琴美、西村明子、大橋一友5因 子モデルを用い

た喫煙状況別による看護学生の性格特性 第27回 目本

看護研究学会.2003年

43)保 条麻紀、黒瀬泉、須崎峰子、中山サツキ、中島昌子、

畠中美和子、早瀬麻子、森本美鶴 緊急母体搬送時の

不安の実態調査 第44回 日本母性衛生学会.2003年

44)中 島昌子、黒瀬泉、須崎峰子、中山サツキ、畠中美和

子、早瀬麻子、保条麻紀.森 本美鶴 緊急母体搬送時

の夫の不安 の実態調査 第44回 日本母性衛生学

会.2003年

45)團 寛子、浪下和子、坂藤昌子、前川哲、須藤昌子、木

下直美、黒川みどり、伊藤憲子、田中公子、前田正美、

・谷浦葉子、峰孝子、中尾由紀子 部署毎の消防訓練取

り組みへの働きかけによる効果 第2回 大阪看護教育

管理学会.2003年

46)濱 田真理子 糖尿病患者における陰部掻痒感の発生状

況 と対処法の実態調査 平成14年 度近畿地区看護研究

学会.2003年

院内:輪 番制研究

1)有 田聡子、小川美穂、太田悦子	 脳死下臓器移植手術

を受けた患者のSF-36を 用いた退院後のQOL調 査(特

殊診断治療部)2003年

2)渡 邉友美、筒井幸ネ、尾崎由美 アズノール軟膏塗布

による放射線治療 中の皮膚炎予防への試み(放 射線 ・

RI・麻 酔科)2003年

3)吉 良香寿子、西道ひとみ、能勢法子 転倒 ・転落に対

する患者の知識 と認識の実態調査(乳 腺内分泌外科)

2003年

4)原	 田雅子、三好越子、池田優子、杉本方代 食道がん

術後における集団食事指導の試み(消 化器外科)2003年

5)島	 袋正恵、小川尚子、松尾美由紀、京力深穂 気管内

吸引チューブ浸漬消毒液使用後の微生物汚染一80%エ

タノール添加0.1%塩 化ベンザルニコニウムの使用経験

一(高 度救命救急センター)2003年

6)小 巻正泰、山田淑子、斎藤恭子、植園法子 人工股関

節全置換術後のシヤワー浴開始時期の検討(小 児外科)

2003年
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7)金	 山佳江、荒木恵里、高岡寿江、福 田倫子TAE、PAIT、

RFA治 療を受ける肝細胞癌患者の入院中における不安

の実態(消 化器内科)2003年

8)岡 本佳苗、濱 田真理子、藤原優子、古谷和子、古田桂

子 糖尿病患者における血糖 自己測定器の選択に関す

る検討(内 分泌代謝、免疫アレルギー内科)2003年

9)原 麻衣子、黒瀬泉、村上聖女	 当院の帝王切開後経膣

分娩(VBAC)に おける分娩所要時間と進行予測の検討

(分娩育児部)2003年

10)片 山圭子、今西祥子 精神科病棟における服薬自己管

理に向けた個別指導の実施一独自に作成 した看護師に

よる服薬指導プ ログラムを用いて一(神 経科精神科)

2003年

11)西 山久美、児島真弓	 持続的血液濾過透析療法(CHDF)

における濾過型人工腎臓補液(サ ブラット⑧一BD)使 用

時の回路内気泡発生量の検討(集 中治療部)2003年

院内:3年 目研修における看護研究

1)岡	 田留美 眼科手術を受ける患児への術前オ リエンテ

ーションにプリパレーションを導入して(眼 科)2003年

2)松 本留美	 婦人科病棟における術後肺梗塞発症にっな

がる術前の日常生活習慣の分析(産 科・婦人科)2003年

3)小 澤絵里	 乳癌広背筋皮弁術前後の患者のニーズの実'

態調査(乳 腺内分泌 ・形成外科)2003年

4)土 志田智子	 術後患者の早期離床を進める看護的アプ

ローチ方法の検討(心 臓血管・呼吸器外科)2003年

5)高 岸由再	 術後患者のバルーンカテーテル抜去時にお

ける膀胱訓練廃止の検討(消 化器外科)2003年

6)北 畠麻友子 消化器疾患患者の術後の褥瘡予防～褥瘡

発生予測スケールによる褥創予 防と実用性の検討～

(消化器外科)2003年

7)平	 田純子 ターミナル期患者に対する看護師の関わ り

～心理面に焦点を当てて～(乳 腺内分泌外科 ・形成外

科)2003年

8)安 達延江	 入院後告知を受けた 白血病患者への看護介

入について(血 液腫瘍内科)2003年

9)田 代真紀	 長期入院で化学療法をくりかえしている難

治性精巣腫瘍患者の精神援助(泌 尿器科)2003年

10)林 みずほ スムーズな在宅療養に向けての看護～在宅

療養を希望した末期癌患者の事例を振 り返って～(産

科婦人科)2003年

11)米 田めぐみ	 末期がんの夫を持つ妻への看護援助につ

いて～ゆらぐ家族のこころ～(呼 吸器 ・消化器外科)

一85一

2003年

12)梅 田英子 小児がんを再発 した子どもとその家族への

援助～病名告知に関する母親の葛藤に焦点を当てて～

(小児科)2003年

13)前 田奈緒 肺がんで放射線治療 を受ける患者の副作用

の理解 と医療者の対応にっいて(呼 吸器 ・老年高血圧

内科)2003年

14)笠 野百合子 肺癌化学療法を受けた患者の感染予防に

関する知識 と行動の実態調査(呼 吸器 ・老年高血圧内

科)2003年

15)神 田真澄 化学療法を受ける乳癌患者のためのパンフレッ

トとダイアリーの作成～患者のセルラケア援助をめざして～

(乳腺内分泌外科・形成外科)2003年

16)平 木絵美子 思春期患児の不安に着眼 した看護展開

(小児外科)2003年

17)原 田貴子 タッチングが患者に与える心理的効果～不

安の観点か ら～(泌 尿器科)2003年

18)青 山実生子 生命の危機的状況にあ りながらも入院治

療を受け入れられない摂食障害患者に対する看護介入

(神経科 ・精神科)2003年

19)三 島陽子 初療待機中における家族援助～危機介入の

手引き作成にあたって～(高 度救命救急センター)2003年

20)小 川尚子 危機状態で移植治療の選択をする患者 ・家

族への介入の現状～山勢の危機モデルを用いた分析を

試みて～(高 度救命救急センター)2003年

21)三 上智春 頭部外傷患者のBIS値 と意識 レベルおよび

危険行動を起こす時期の関連にっいて(高 度救命救急

センター)2003年

22)長 谷川弘子ICUに おける成人生体肝移植患者の急性

期看護の実態(集 中治療部)2003年

23)山 田英里 救急看護師の救急蘇生に関する知識 ・技術

の実態調査～ACLSコ ース導入前後の比較～(高 度救命

救急センター)2003年

24)平 城やよいICUに おける環境快適性の検討～ベッ ド

サイ ドの環境測定および患者の心理調査から～(集 中

治療部)2003年

25)高 木理恵 食事 ・運動療法が必要な慢性疾患患者の行

動変容に向けて正木の看護過程の展開と看護ケアのポ

イン トを活用 して生活指導を振 り返る(循 環・器 ・腎臓

内科)2003年

26)藤 原靖子 糖尿病患者の糖尿病に関する感情負担度 と

食事療法の実際～PAID(糖 尿病問題領域質問表)を 用

いて～(内 分泌代謝・免疫アレルギー内科)2003年
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27)磯 崎亮子 糖尿病患者の足の洗い方の実態調査～足の

洗い方チェック表を用いた、看護師と糖尿病患者の足

の洗い方の違い～(内 分泌代謝・免疫アレルギー内科)

2003年

28)勝 木亜希 当科 レクリエーションによる患者の活動意

欲向上の為の看護介入のあり方(神 経科精神科)2003年

29)上 田千鈴 小児に対するスキントラブルの観点からみた外

科用粘着テープの適性の比較(小 児外科)2003年

30)石 墨真理 全身麻酔下の手術における上肢固定帯の改

善～安全性の点から考える～(手 術部)2003年

31)手 塚恭世 全身麻酔下婦人科開腹手術を受ける患者の

末梢保温効果～ファース トマッ ト⑪(ボ アシーツ)着

用による～(手 術部)2003年

32)三 浦早苗.神 経内科脳卒中科における転倒の実態調査

(皮膚科神経内科脳卒中科)2003年

33)米 田志帆 消化器内科病棟の検査・治療後に必要な安

静保持を困難にする要因(消 化器内科)2003年

34)伊 藤景子 術中に発生する手術用滅菌手袋破損の実態 
1
調査(手 術部)2003年

35)間 宮良江 医師が看護記録 を読む現状 と背景(循 環

器 ・腎臓内科)2003年

36)藤村紀子 在宅におけるイジスリン自己注射時の針交

換に関する実態調査(内 分泌代謝 ・免疫 アレルギー内

科)2003年

37)錦 戸咲子 化学療法施行後の復学を円滑にするための

援助のあり方～病院 と学校、家庭の連携～(小 児科)

2003年

38)大森淳子 保健医療福祉ネッ トワーク部開設後におけ

る病棟看護師の在宅療養に関する意識変化 と退院調整

の実態調査(脳 神経外科)2003年 
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